
広報

2008年
（平成20年）

11月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.505

●総務課

●町長室

●観光課

●教育文化課

（●～●の課）

●議会事務局

（●の課）

●会計室

●住民課

●住民課（住民係）

●税務課

●福祉けんこう課

●水道課

●生活環境課

（●～●の課）

●産業課

●建設課

（●～●の課）

●消防本部

（●の課）

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1371

（2）1449

（2）2752

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）4430

（2）1445

（2）1482

（2）2464

（2）0119

（2）3119

各課ダイヤルイン電話・FAX番号

大島町役場　
★ホームページ　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
★Eメール　       town-build@town.oshima.tokyo.jp
★Eメール（町長執務室）mayor@town.oshima.tokyo.jp

１

２

３

４

　1　　４

５

 　５

６

７

８

  9

10

11

12

  　6　　12

13

14

     13      14

15

     15

●今月の目次

児童虐待　
あなたの通報が子どもを守ります！

補助します！島おこし

ごみを考える

色々なお知らせ①

老人ホーム「入所選考指針」等の公表について

色々なお知らせ②

体育レクリエーション大会記録

秋の交通安全標語

けんこうセンターからのお知らせ

色々なお知らせ③

まちのわだい

プラザ

…………

………………………

…………………………………

……………………………

……………………………

……………

…………………………

…………

……………………………

…………………………………

…………………………………………

2p

3p

4p

5p

6p

8p

10p

13p

14p

15p

16p

18p

10月12日大島町体育祭体育レクリエーション大会（関連記事１０Ｐ～１２Ｐ・１７Ｐ）



2広報おおしま平成20年11月号

　
保
護
者
（
親
、
ま
た
は
親
に
か
わ
る
養

育
者
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
に
加
え
ら
れ
た

行
為
で
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
重
複
し
て
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　
身
体
的
虐
待

　
・
殴
る
、
け
る
な
ど
の
暴
力

　
・
タ
バ
コ
の
火
な
ど
を
押
し
付
け
る

　
・
逆
さ
づ
り
に
す
る

　
・
戸
外
に
長
時
間
締
め
出
す
　
　
な
ど

　
心
理
的
虐
待

　
・
無
視
、
拒
否
的
な
態
度

　
・
罵
声
を
浴
び
せ
る

　
・
言
葉
に
よ
る
お
ど
か
し
、
脅
迫
な
ど

　
性
的
虐
待

　
・
性
的
い
た
ず
ら
、
性
的
行
為
の
強
要

　
・
性
器
や
性
交
を
見
せ
る

　
・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
な
ど

　
　
を
子
ど
も
に
強
要
す
る
　
　
　
な
ど

　
ネ
グ
レ
ク
ト

　
（
教
育
の
放
棄
又
は
怠
慢
）

　
・
適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
せ
ず
放
　

　
　
置
す
る

　
・
病
気
な
の
に
医
師
に
見
せ
な
い

　
・
乳
幼
児
を
家
に
残
し
た
ま
ま
た
び
た

　
　
び
外
出
す
る

　
・
乳
幼
児
を
車
の
中
に
放
置
す
る

　
・
家
に
閉
じ
込
め
る
（
学
校
等
に
登
校

　
　
さ
せ
な
い
）
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

○
「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ

　
ず
相
談
・
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

　
律
」
で
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

　
に
努
め
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
虐
待

　
の
疑
い
で
あ
っ
て
も
、
速
や
か
に
児

　
童
相
談
所
や
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

　
タ
ー
に
通
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

　
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
通
告
の
内
容
や
誰
が
通
告
し
て
き
た

　
か
な
ど
の
情
報
を
親
な
ど
に
教
え
た

　
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
児
童
相

　
談
所
や
大
島
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

　
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

　
　
も
し
、
虐
待
に
あ
た
ら
な
い
場
合

　
で
も
、
相
談
・
通
告
し
た
人
の
責
任

　
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

★
電
話
相
談
窓
口

　
大
島
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
）
２
３
８
１

 
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
０
３
（
３
２
０
２
）
４
１
５
２

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育
・
発
達
を
損
な
い
、
子
ど
も
の
心
身
に
大
変
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
児
童
虐
待
。
し
つ
け
と
称
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
虐
待
で
、
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事

件
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
の
問
題
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
子
ど
も
の
人
権
を

守
り
、
虐
待
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
島
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

迷
わ
ず
相
談
・
通
報
を
！

☆
あ
な
た
の
相
談
や
通
告
が

　
親
子
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す

〈
毎
年
11
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』で
す
〉

身体的虐待 心理的虐待

ネグレクト ネグレクト

　
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

へ
の
対
策
は
、
防
災
機
関
の
み
の
取

組
み
で
は
十
分
な
効
果
は
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
高
く
持
ち
、
各
家
庭
、
地
域
、

職
場
で
災
害
が
起
き
た
時
の
対
応
や

安
全
な
避
難
方
法
を
話
し
合
っ
て
く

だ
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
７
項
目

①
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を
す
る
。

・
家
具
類
・
家
電
製
品
の
固
定

・
安
全
な
家
具
の
配
置

②
ケ
ガ
の
防
止
対
策
を
す
る
。

・
避
難
に
備
え
靴
等
を
用
意
し
て
お

　
く

・
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
措
置
を
す
る

③
家
や
塀
の
強
度
を
確
認
し
て
お
く
。

④
消
火
の
備
え
を
す
る
。

・
火
の
始
末
を
す
る
習
慣
を
つ
け
る

⑤
非
常
持
出
品
を
備
え
て
お
く
。

・
置
く
場
所
を
決
め
準
備
し
て
お
く

⑥
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
こ
う
。

・
避
難
場
所
や
避
難
路
を
確
認
す
る

・
家
族
間
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お

　
く

⑦
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
学
ん
で
お

　
く
。
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﹇
応
募
資
格
﹈

　
島
民
が
中
心
と
な
っ
た
グ
ル
ー
プ

﹇
対
象
と
な
る
活
動
﹈

　
テ
ー
マ
の
も
と
、
実
施
さ
れ
る
次
の
よ
う

な
活
動
で
す
。

（
例
）

　
ア．
地
域
社
会
の
活
性
化

　
イ．
地
域
に
お
け
る
共
生

　
ウ．
地
域
を
担
う
次
世
代
の
育
成

﹇
助
成
金
額
﹈

　
助
成
金
総
額
は
、
１
１，
０
０
０
万
円
。

１
件
あ
た
り
の
助
成
金
は
年
間
１
０
０
万
〜

３
０
０
万
円
予
定
。

﹇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
﹈

①
実
施
期
間
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平

　
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
、
ま
た

　
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

　
と
し
ま
す
。

②
助
成
団
体
は
、
ト
ヨ
タ
財
団
と
覚
書
を
取

　
り
交
わ
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
活
動
を
実

　
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
助
成
団
体
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

　
に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

﹇
募
集
期
限
﹈

　
平
成
20
年
11
月
17
日
（
月
）
ま
で

　
※
当
日
消
印
有
効

﹇
選
考
方
法
・
結
果
﹈

「
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
考
委
員
会
」
に

て
、
書
類
審
査
（
選
考
）
の
上
、
平
成
21
年

３
月
の
ト
ヨ
タ
財
団
理
事
会
に
お
い
て
決
定

し
ま
す
。
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
理
事
会

終
了
後
に
「
連
絡
責
任
者
」
宛
に
文
書
に
て

通
知
し
ま
す
。

﹇
そ
の
他
﹈

　
活
動
の
目
的
や
内
容
が
、
政
治
、
宗
教
、

思
想
、
営
利
な
ど
に
偏
向
す
る
こ
と
な
く
、

ま
た
閉
鎖
性
の
強
い
も
の
で
な
い
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
総
予
算
に
対
し
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助

成
金
が
20
％
以
下
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ト
ヨ
タ
財
団
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

﹇
応
募
用
紙
・
応
募
方
法
﹈

①
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
応
募
受
付
期
間

　
中
に
、
ト
ヨ
タ
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w
.toyotafound.or.jp

）

　
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
願
い
ま
す
。

②
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

　
ず
簡
易
書
留
ま
た
は
宅
配
便
な
ど
配
達
記

　
録
の
残
る
手
段
で
お
送
り
下
さ
い
。

﹇
応
募
用
紙
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　
〒
１
６
３
―
０
４
３
７

　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
丁
目
１
番
１
号

　
新
宿
三
井
ビ
ル
37
階
　
私
書
箱
236
号

　
（
財
）ト
ヨ
タ
財
団
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
係
・
離
島
助
成

　
　
　
　
　
０
３
（
３
３
４
４
）
１
７
０
１

テ
ー
マ:

「
地
域
に
根
ざ
し
た
仕
組
み
づ
く
り
―
自
立
と
共
生
の
新
た
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
」

　
（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で

は
、
平
成
20
年
度
地
域
振
興
に
係
わ
る

補
助
事
業
（
第
３
回
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
し
い
特
産
品
に
か
か
る

費
用
や
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
、
島

お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
事
業
な
ど
、

お
お
む
ね
５
人
以
上
（
島
し
ょ
在
住
者
）

で
組
織
し
、
代
表
者
・
会
則
等
の
あ
る

グ
ル
ー
プ
。
組
織
の
設
置
目
的
が
島
し

ょ
振
興
に
繋
が
る
も
の
で
、
公
社
が
補

助
す
る
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
・
組
織
、
団
体
に
対

し
て
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　
補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、
指
定
の

申
請
用
紙
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

﹇
対
象
事
業
﹈

・
特
産
品
開
発
助
成
…
各
島
の
地
域
資

　
源
を
利
用
し
て
、
新
し
い
特
産
品
を

　
試
作
す
る
な
ど
地
域
特
産
品
の
開
発

　
事
業

・
観
光
振
興
助
成
…
島
の
魅
力
を
ア
ピ

　
ー
ル
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
な
ど

　
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

　
事
業

・
人
材
育
成
事
業
…
島
の
資
源
を
利
用

　
し
て
島
お
こ
し
に
繋
が
る
よ
う
な
有

　
識
者
・
講
師
を
島
に
呼
び
講
座
を
開

　
催
し
、
島
し
ょ
の
未
来
を
担
う
人
材

　
を
育
成
す
る
事
業

﹇
補
助
金
額
﹈

・
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
と
し
上

　
限
額
１
０
０
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

　
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ

　
い
て
は
２
０
０
万
円
を
上
限
と
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
地
域
振
興

　
に
関
わ
る
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察

　
に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の
対

　
象
と
し
な
い
。

﹇
事
業
期
間
﹈

　
　
平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

﹇
募
集
期
間
﹈

　
　
平
成
20
年
11
月
４
日
（
火
）

　
　
　
〜
平
成
20
年
12
月
19
日
（
金
）

﹇
そ
の
他
﹈

　
補
助
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
精

算
払
い
を
原
則
と
し
ま
す
。

﹇
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
長
室
 
振
興
企
画
係

　
　
　
（
２
）
１
４
４
４
（
直
通
）

（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

　
　
　
０
３
（
５
４
７
２
）
６
５
４
６
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護美護美
を考える
第66号

ごみをかんがえる

農
薬
・
薬
品
・
塗
料
の
計
画
的
な

使
用
の
お
願
い
。

　
生
活
環
境
課
で
は
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て

は
厳
し
く
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
相
変
わ
ら

ず
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
最
近
で
は
、
資
源
ご
み
の
収
集
所
で

あ
る
水
色
回
収
箱
に
エ
ア
コ
ン
や
ブ
ラ
ウ
ン

管
型
テ
レ
ビ
な
ど
の
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
品
が
目
立
ち
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機

は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
と
し
て
、
適

正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◇
不
法
投
棄
は
何
が
問
題
な
の
か
？

１．
環
境
汚
染
を
招
き
ま
す
。

　
　
　
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、
周
囲

　
　
の
景
観
を
損
な
い
、
病
害
虫
の
発
生
や

　
　
悪
臭
の
原
因
と
な
る
な
ど
皆
さ
ん
の
健

　
　
康
や
生
活
に
影
響
し
ま
す
。

２．
原
状
回
復
（
撤
去
及
び
処
理
）
に
費
用

　
　
が
か
か
り
ま
す
。

３．
費
用
負
担
に
つ
い
て

　
　
　
投
棄
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
、
処

　
　
理
に
要
し
た
費
用
は
そ
の
土
地
の
所
有

　
　
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
罰
則
に
つ
い
て

 
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
は
不
法
投
棄
に
つ
い
て
、
５
年
以
下

の
懲
役
や
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
、
厳

し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
用
と
な
っ
た
農
薬
・
薬
品
・
塗
料
は
産

業
廃
棄
物
と
し
て
、
正
し
い
処
理
の
仕
方
が

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
大
島
町
で
は
処
理
す
る
施
設
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
島
外
へ
送
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
引
取
代
金
・
処
理
代
金
は
個
人
負
担

で
高
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
分
だ

け
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
生
活
環
境
課
　
（
２
）
１
４
８
７

1．
職
種
、
募
集
人
員
、
応
募
資
格

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

　
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

2．
応
募
に
必
要
な
書
類
（
郵
送
可
）

①
申
込
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
通

②
履
歴
書
（
市
販
）
　
　
　
　
　
１
通

③
住
民
票
（
本
人
の
み
、

　
　
　
　
　
本
籍
・
続
柄
不
要
）
１
通

④
資
格
証
明
書
又
は
免
許
証
写
　
１
通

3．
申
し
込
み
期
限

　
　
平
成
20
年
11
月
18
日
（
火
）

4．
試
験
方
法

　
　
口
述
試
験
の
方
法
に
よ
る

　
（
合
格
者
の
み
健
康
診
断
書
）

5．
試
験
日
・
場
所

　
　
平
成
20
年
12
月
２
日
（
火
）

　
　
大
島
町
役
場

6．
合
格
発
表
等

　
　
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
宛
通
知

　
 
し
ま
す
。

7．
採
用
予
定
日

　
　
平
成
21
年
１
月
１
日
付

　
（
※
勤
務
先
…
大
島
町
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

8．
そ
の
他

　
※
詳
細
は
総
務
課
庶
務
係
ま
で
お
問

　
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
０
４
９
９
２
（
２
）
１
４
４
３

保
健
師
又
は
、
社
会
福
祉

士
の
資
格
を
有
し
、
平
成

21
年
１
月
１
日
現
在
で
満

40
歳
ま
で
の
者

職
　
　
種

人
　
　
数

応
募
資
格

保
健
師
又
は
社
会
福
祉
士

１
名

﹇
町
長
室
﹈
▼
９
月
10
日
大
島
町
議
会
９
月

定
例
会
▼
９
月
14
日
各
地
区
敬
老
会
▼
９
月

15
日
老
人
ホ
ー
ム
敬
老
会
▼
９
月
18
日
国
保

運
営
協
議
会
▼
９
月
23
日
北
ノ
山
保
育
園
運

動
会
▼
９
月
25
日
差
木
地
・
元
町
保
育
園
運

動
会
▼
９
月
27
日
波
浮
保
育
園
・
つ
ば
き
小

運
動
会
・
海
洋
国
際
高
校
文
化
祭
▼
９
月
28

日
差
木
地
小
運
動
会
▼
10
月
１
日
辞
令
交
付

▼
10
月
４
日
一
中
運
動
会
▼
10
月
５
日
さ
く

ら
小
・
二
中
運
動
会
・
三
中
体
育
大
会
▼
10

月
８
日
東
京
地
裁
模
擬
裁
判
・
臨
時
議
会
･

住
民
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
▼
10
月
９
日
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
運
動
会

来
庁
者

﹇
町
長
室
﹈
▼
９
月
25
日
法
務
局
▼
９
月
26

日
海
洋
国
際
高
校
▼
９
月
29
日
東
海
汽
船
・

芝
税
務
署
長
▼
10
月
６
日
観
光
協
会
▼
10
月

７
日
東
京
管
区
気
象
台
長
・
白
井
議
長

行
政
の
う
ご
き
9
月
１０
日
〜
１０
月
9
日

　
平
成
20
年
10
月
８
日
、
第
３
回
大
島
町

議
会
臨
時
会
が
行
わ
れ
、
次
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
補
正
予
算

・
平
成
20
年
度
東
京
都
大
島
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算

大
島
町
議
会
臨
時
会

第3回

大
島
町
職
員
の
募
集
に
つ
い
て



　
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾
向
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
火
山
活
動
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
静
穏

な
状
態
で
、
三
原
山
山
頂
火
口
周
辺
に
影
響

を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
、

島
の
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
ま
と
ま
っ

て
発
生
し
、
１
日
15
時
57
分
と
17
時
00
分
に

震
度
２
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
伴

う
火
山
観
測
デ
ー
タ
に
は
、
特
段
の
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

 
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
１
６
６

伊
豆
大
島
の

火
山
活
動
の
解
説

（
平
成
20
年
9
月
）

5 広報おおしま 平成20年11月号

　
障
害
児
福
祉
手
当

﹇
支
給
要
件
﹈

　
大
島
支
庁
管
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
未
満

の
方
で
、
身
体
又
は
精
神
に
重
度
の
障
害
を

持
つ
た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
常
時
介
護
が

必
要
と
す
る
人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
肢
体
不
自
由
児
施
設
等
こ
れ
に
類
す
る
施

　
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

②
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

　
け
て
い
る
と
き
。

③
受
給
者
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所

　
得
が
、
限
度
額
以
上
で
あ
る
と
き
。

﹇
手
当
額
﹈
月
額
　
１
４，
３
８
０
円

﹇
支
給
方
法
﹈

　
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
特
別
障
害
者
福
祉
手
当

﹇
支
給
要
件
﹈

　
大
島
支
庁
管
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上

の
方
で
、
身
体
又
は
精
神
に
重
度
の
障
害
を

持
つ
た
め
、
日
常
生
活
の
中
で
常
時
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
療
養
施
設
等
こ
れ
に
類
す
る

　
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

②
病
院
又
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
ヶ
月
以

　
上
入
院
し
て
い
る
と
き
。

③
受
給
者
本
人
や
家
族
等
の
前
年
の
所
得
が
、

　
限
度
額
以
上
で
あ
る
と
き
。

﹇
手
当
額
﹈
月
額
　
２
６，
４
４
０
円

﹇
支
給
方
法
﹈

　
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
（
認
定
請
求
書
等
の
提
出
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
島
支
庁
総
務
課
福
祉
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

﹇
相
談
及
び
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
大
島
支
庁
 
総
務
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
４
４
２
１

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
は
、
「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
を
町
役
場
住
民
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
は
亡
く
な
ら
れ
た
日
の

属
す
る
月
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

未
払
い
の
年
金
が
あ
る
場
合
は
「
未
支

給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
も
合
わ

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
未
払
い
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族

の
方
は
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
の
死

亡
当
時
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
、
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

の
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
そ
の
ま
ま

支
払
わ
れ
、
後
日
、
遺
族
の
方
よ
り
年

金
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　
港
社
会
保
険
事
務
所

　
　
０
３
（
５
４
０
１
）
３
２
１
１

　
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
　
（
２
）
１
４
６
２

　
平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰
労
品
」

贈
呈
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚

者
の
「
ご
本
人
」
に
『
特
別
慰
労
品
』
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
）
。
「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の

日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し

て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が

対
象
で
す
。

　
請
求
書
は
町
役
場
福
祉
け
ん
こ
う
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
未
請
求
の
方
は
、
お

早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

﹇
資
格
要
件
等
の
問
い
合
わ
せ
﹈

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

※
請
求
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
無

　
料
で
す
。

 
　
　
 
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
9:
15
〜
17:

15

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
芝
税
務
署
に
よ
る
年
末
調
整
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
関

係
事
業
所
の
方
は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
11
月
28
日
（
金
）

 
 
　
 
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
１
階

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
福
祉
手
当
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
福
祉
手
当
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の

　
　
　
受
付
終
了
に
つ
い
て

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の

　
　
　
受
付
終
了
に
つ
い
て
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入
所
決
定
過
程
の
透
明
性
及
び
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
平
成
15
年
10
月
１
日
以
来
、

「
入
所
選
考
指
針
」
等
を
定
め
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
の
介
護
保
険
制
度
改
正
や
、

入
所
希
望
者
の
方
々
の
状
態
の
変
化
等
に
応

じ
、
平
成
20
年
11
月
15
日
付
け
に
て
一
部
改

正
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
改
正
後
の
「
入
所
選

考
指
針
」
等
を
公
表
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

大
島
老
人
ホ
ー
ム
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
　
　
（
大
島
老
人
ホ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
入
所
選
考
指
針

1．
目
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
こ
の
指
針
は
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

大
島
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
「
施
設
」
と
い
う
）

の
入
所
に
関
す
る
基
準
を
明
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
入
所
決
定
過
程
の
透
明
性
・
公
平
性

を
確
保
し
、
施
設
入
所
の
円
滑
な
実
施
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2．
入
所
の
対
象
と
な
る
者
　
　
　
　

　
　

　
入
所
の
対
象
と
な
る
者
は
、
要
介
護
１
〜

５
と
認
定
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
常
時
介
護
を

必
要
と
し
、
か
つ
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
者
と
す
る
。
詳
細
は
「
入

所
申
込
者
の
評
価
基
準
」
に
準
ず
る
。

3．
入
所
の
申
し
込
み
　
　
　
　
　
　

　
　

（
１
）
申
込
方
法

　
入
所
の
申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
本
人

も
し
く
は
家
族
な
ど
が
当
施
設
に
来
所
し
、

「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
大
島
老
人
ホ
ー

ム
入
所
選
考
指
針
」
「
入
所
申
込
者
の
評
価

基
準
」
「
入
所
申
込
か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ
」

の
３
点
の
資
料
の
説
明
を
受
け
た
上
で
、
「
入

所
申
込
書
」
「
大
島
老
人
ホ
ー
ム
入
所
申
込

に
関
す
る
同
意
書
」
に
署
名
・
捺
印
し
、
左

記
の
添
付
資
料
を
添
え
て
申
し
込
み
を
行
う

も
の
と
す
る
。

添
付
資
料

　
①
大
島
老
人
ホ
ー
ム
入
所
意
見
書

　
②
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
写
し
）

　
③
直
近
３
ヶ
月
分
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
票
・

　
　
利
用
票
別
表
（
写
し
）

　
④
診
療
情
報
提
供
書

　
⑤
看
護
サ
マ
リ
ー
（
入
院
中
の
対
象
者
）

　
⑥
そ
の
他
必
要
と
な
る
書
類

（
２
）
受
付
簿
の
管
理

　
施
設
は
、
申
込
書
を
受
理
し
た
後
、
受
理

し
た
旨
を
、
通
知
書
を
も
っ
て
申
込
者
に
通

知
す
る
。
施
設
は
、
申
込
書
及
び
添
付
資
料

を
「
長
期
入
所
申
込
相
談
受
付
記
録
簿
」
と

し
て
管
理
す
る
。
ま
た
、
辞
退
や
削
除
な
ど

の
事
由
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の
内
容
を
記
録

す
る
も
の
と
す
る
。

4．
入
所
選
考
委
員
会
　
　
　
　
　
　

　
　

（
１
）
施
設
は
、
入
所
の
選
考
を
行
う
た
め
、

　
　
　
合
議
制
の
委
員
会
（
以
下
「
入
所
選

　
　
　
考
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し

　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
入
所
選
考
委
員
会
は
、
入
所
選
考
委

　
　
　
員
会
の
設
置
要
綱
に
基
づ
き
、
施
設

　
　
　
職
員
以
外
の
者
も
加
え
る
も
の
と
す

　
　
　
る
。

（
３
）
入
所
選
考
委
員
会
は
、
施
設
長
が
召

　
　
　
集
し
、
原
則
と
し
て
２
か
月
に
１
回

　
　
　
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
必

　
　
　
要
が
あ
れ
ば
施
設
長
の
招
集
に
よ
り

　
　
　
適
宜
開
催
す
る
。

（
４
）
入
所
選
考
委
員
会
は
、
「
入
所
申
込

　
　
　
者
の
評
価
基
準
」
に
基
づ
い
て
入
所

　
　
　
順
位
の
決
定
を
行
う
。

（
５
）
入
所
選
考
委
員
会
は
、
審
議
の
内
容

　
　
　
を
議
事
録
と
し
て
保
管
し
な
け
れ
ば

　
　
　
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
を
２
年
間

　
　
　
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
６
）
施
設
は
、
官
公
庁
か
ら
求
め
が
あ
っ

　
　
　
た
時
は
、
前
記
の
記
録
を
提
出
す
る

　
　
　
も
の
と
す
る
。

5．
選
考
者
名
簿
の
調
製
　
　
　
　
　

　
　

　
施
設
は
、
「
入
所
申
込
者
の
評
価
基
準
」

に
基
づ
き
入
所
選
考
名
簿
を
作
成
し
、
入
所

選
考
委
員
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度

調
整
を
行
う
。

6．

特
別
な
事
由
に
よ
る
入
所
　
　

　
　
　

　
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
入
所
選

考
委
員
会
の
審
議
に
よ
ら
ず
施
設
長
の
判
断

に
よ
り
入
所
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
場
合
に
お
い
て
、
施
設
長
は
、
事
後
の

当
該
委
員
会
で
報
告
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
災
害
ま
た
は
事
件
・
事
故
、
虐
待
な

　
　
　
ど
に
よ
り
緊
急
に
入
所
が
必
要
と
認

　
　
　
め
ら
れ
、
か
つ
、
入
所
選
考
委
員
会

　
　
　
を
招
集
す
る
余
裕
が
な
い
場
合
。

（
２
）
老
人
福
祉
法
（
昭
和
38
年
　
法
律
第

　
　
　
１
３
３
号
）
第
11
条
に
規
定
す
る
措

　
　
　
置
委
託
を
行
う
場
合
。

7．
そ
の
他
の
取
り
扱
い
　
　
　
　
　

　
　

（
１
）
辞
退
者
の
取
り
扱
い

大
島
老
人
ホ
ー
ム
「
入
所
選
考
指
針
」
等
の
公
表
に
つ
い
て
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入
所
の
意
思
を
確
認
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

申
込
者
の
都
合
に
よ
り
辞
退
が
あ
っ
た
場
合

は
順
位
を
繰
り
下
げ
、
再
度
の
辞
退
が
あ
っ

た
時
は
原
則
と
し
て
、
受
付
簿
か
ら
削
除
す

る
。

（
２
）
施
設
入
所
の
取
り
扱
い

　
他
の
介
護
保
険
施
設
や
病
院
な
ど
に
入
所

ま
た
は
入
院
し
て
い
る
者
で
、
当
該
施
設
か

ら
退
所
ま
た
は
退
院
を
求
め
ら
れ
て
い
る
者

の
う
ち
、
在
宅
復
帰
が
極
度
に
困
難
な
者
に

つ
い
て
は
、
「
入
所
申
込
者
の
評
価
基
準
」

に
よ
ら
ず
、
入
所
選
考
委
員
会
の
審
議
を
経

て
入
所
の
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8．
適
正
運
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　（
１
）
市
町
村
な
ど
は
、
本
入
所
選
考
指
針

　
　
　
を
そ
れ
ぞ
れ
公
表
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
こ
の
指
針
の
適
正
な
運
用
に
つ
い
て
、

　
　
　
施
設
に
対
し
て
必
要
な
助
言
を
行
う

　
　
　
も
の
と
す
る
。

（
２
）
施
設
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
適
正

　
　
　
に
入
所
の
選
考
・
決
定
を
行
う
も
の

　
　
　
と
す
る
。

（
３
）
施
設
の
職
員
及
び
入
所
選
考
委
員
会

　
　
　
の
委
員
は
、
業
務
上
知
り
え
た
入
所

　
　
　
希
望
者
や
そ
の
家
族
に
関
す
る
個
人

　
　
　
情
報
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
ま
た
、
施
設
を
退
職
、
委
員
を
退
任

　
　
　
し
た
後
も
同
様
と
す
る
。

9．
付
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
本
指
針
は
平
成
15
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
施
行
す
る
。

（
２
）
施
設
に
お
け
る
、
指
針
に
基
づ
く
入

　
　
　
所
決
定
の
運
用
は
、
平
成
15
年
10
月

　
　
　
１
日
か
ら
開
始
す
る
。

（
３
）
本
指
針
は
、
２
年
ご
と
に
見
直
す
こ

　
　
　
と
と
し
、
そ
の
間
で
あ
っ
て
も
指
針

　
　
　
の
運
用
に
重
大
な
支
障
が
あ
っ
た
場

　
　
　
合
は
、
随
時
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

（
４
）
平
成
20
年
11
月
15
日
一
部
改
正
し
、

　
　
　
施
行
す
る
。

　
　
入
所
申
込
者
の
評
価
基
準

１．
入
所
対
象
者
の
基
準
　
　
　
　
　
　
　

※
１
　
特
別
な
医
療
処
置
と
は
、
①
透
析
を

　
　
受
け
て
い
る
者
、
②
気
管
切
開
し
常
時

　
　
吸
引
を
必
要
と
す
る
者
、
③
イ
ン
ス
リ

　
　
ン
注
射
が
自
己
管
理
で
き
な
い
者
。
④

　
　
中
心
静
脈
栄
養
を
受
け
て
い
る
者

※
２
　
※
１
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
大

　
　
島
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
検
討
し
た
結

　
　
果
、
受
け
入
れ
困
難
と
判
断
す
る
場
合

　
　
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
入
所
選
考
委
員

　
　
会
に
お
い
て
は
保
留
と
し
て
入
所
順
位

　
　
の
選
考
対
象
と
し
な
い
。
ま
た
当
該
申

　
　
込
者
と
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
、

　
　
そ
の
旨
及
び
理
由
を
伝
え
る
。

2．
介
護
度
を
基
準
と
し
た
入
所
選
考
名

　
　
簿
の
作
成
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
介
護
度
を
基
準
と
し
、
要
介
護
４
〜
５
の

方
に
つ
い
て
は
Ａ
ラ
ン
ク
、
要
介
護
１
〜
３

の
方
に
つ
い
て
は
Ｂ
ラ
ン
ク
と
す
る
。

　
そ
の
上
で
、
添
付
資
料
や
必
要
に
応
じ
て

本
人
・
家
族
・
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

居
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
か
ら
の
聞
き
取

り
な
ど
を
行
い
、
入
所
選
考
名
簿
を
作
成
す

る
。
名
簿
の
順
位
は
介
護
度
の
高
い
申
込
者

を
上
位
と
し
、
同
介
護
度
の
場
合
は
申
し
込

み
順
と
す
る
。

３．
入
所
選
考
委
員
会
に
よ
る
優
先
順
位

　
　
の
決
定

（
１
）
 入
所
選
考
委
員
会
は
原
則
と
し
て
２

　
　
　
か
月
に
一
度
開
催
す
る
。

（
２
）
Ｂ
ラ
ン
ク
の
申
込
者
に
つ
い
て
、
Ａ

　
　
　
ラ
ン
ク
に
相
当
す
る
も
の
が
い
な
い

　
　
　
か
ど
う
か
、
入
所
選
考
名
簿
・
申
し

　
　
　
込
み
書
類
に
基
づ
き
討
議
に
よ
っ
て

　
　
　
確
認
す
る
。

（
３
）
Ａ
ラ
ン
ク
に
相
当
す
る
申
込
者
が
い

　
　
　
れ
ば
、
そ
の
申
込
者
と
Ａ
ラ
ン
ク
の

　
　
　
利
用
者
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
こ

　
　
　
の
時
の
判
断
目
安
の
ポ
イ
ン
ト
は
左

　
　
　
記
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
①
介
護
者
の
状
況
　

　
　
　
②
認
知
な
ど
に
よ
る
問
題
行
動
の
程

　
　
　
　
度

　
　
　
③
住
宅
が
な
い
、
立
ち
退
き
を
迫
ら

　
　
　
　
れ
て
い
る
か
ど
う
か

（
４
）
順
位
は
概
ね
５
位
ま
で
決
定
す
る
。

　
　
　
順
位
１
位
に
な
っ
た
申
込
者
に
の
み
、

　
　
　
そ
の
旨
を
伝
達
す
る
。

（
５
）
次
回
の
入
所
選
考
委
員
会
が
開
催
さ

　
　
　
れ
る
ま
で
は
、
当
該
順
位
内
に
て
逐

　
　
　
次
繰
り
上
げ
て
い
く
。

（
６
）
順
位
決
定
者
以
上
に
空
床
が
出
た
場

　
　
　
合
な
ど
、
施
設
長
の
招
集
に
よ
り
適

　
　
　
宜
入
所
選
考
委
員
会
を
開
催
す
る
こ

　
　
　
と
が
あ
る
。

（
７
）
次
回
の
入
所
選
考
委
員
会
で
は
、
順

　
　
　
位
１
位
と
連
絡
さ
れ
た
申
込
者
以
外

　
　
　
の
既
申
込
者
と
新
規
申
込
者
に
て
作

　
　
　
成
さ
れ
た
入
所
選
考
名
簿
に
基
づ
き

　
　
　
選
考
を
行
う
。

事　　項　　　　　　　　基　　　　準

・要介護１～５と認定された者で
　あること。
・入院加療及び特別な医療処置を
　要する状態でないこと。
・感染症を有しても治療を必要と
　せず、他の利用者に伝染する恐
　れがないと医師が認めた者であ
　ること。
・著しい精神障害及び問題行動の
　ために医療を必要とする者でな
　いこと。

１．要介護度

２．健康状態

３．精神状況
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●
島
民
の
団
結
力
を
示
し
、
内
外
に
ツ
バ
キ

　
の
島
を
発
信
し
よ
う
！

　
本
年
１
月
20
日
に
花
彩
島
伊
豆
大
島
「
ツ

バ
キ
花
数
え
」
運
動
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始

ま
り
ま
し
た
こ
の
運
動
は
、
３
月
31
日
現
在

で
７
５，
３
２
３
本
を
数
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ひ
と
え
に
各
地
区
の
推
進
委
員
の

皆
様
の
ご
努
力
と
島
民
の
ご
理
解
・
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
致
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
10
月
末
ま
で
は
、
マ
ム
シ
・
ハ

チ
・
チ
ャ
ド
ク
ガ
等
の
関
係
で
、
一
時
休
止

状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
が
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
活
動
の
ベ

ス
ト
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

　
島
民
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
「
ツ
バ
キ
花

数
え
」
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
ま
し
て
、

ご
協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
ツ
バ
キ
花
数
え
運
動
」
ク
イ
ズ
に
参
加

　
し
よ
う
！
 

　
先
の
夏
ま
つ
り
で
は
、
夜
店
と
並
ん
で
、

花
彩
島
伊
豆
大
島
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動

の
展
示
ブ
ー
ス
を
出
し
ま
し
た
。
展
示
は
運

動
の
趣
旨
の
紹
介
な
ど
で
す
。
ま
た
、
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
に
数
え
ら
れ
る
ツ
バ
キ

の
木
の
本
数
を
当
て
る
「
大
島
ツ
バ
キ
花
数

え
運
動
」
ク
イ
ズ
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
好
評
に
よ
り
、
「
花
数
え
」
部
会
で
は
、

引
き
続
き
１
月
31
日
ま
で
に
ク
イ
ズ
回
答
の

受
付
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
応
募
用
紙
、

ク
イ
ズ
投
函
箱
は
、
大
島
町
役
場
、
各
出
張

所
、
勤
労
福
祉
会
館
、
船
客
待
合
所
等
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
大
島
観
光
振
興
実
行
委
員
会

　
　
　
「
花
数
え
」
部
会
長
　
中
林
　
利
郎 夏まつり会場にて展示（歩行者天国）

　
大
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
都
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
『
東
京
文
化
財
ウ

ィ
ー
ク
２
０
０
８
』
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
企
画
事
業
と
し
て
写
真
展
を
開
催

し
ま
す
。

◆
企
画
事
業
◆

◎
写
真
展

『
写
真
に
見
る
波
浮
の
港
の
今
昔
』

　
明
治
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
波
浮
港
の

移
り
変
わ
り
や
当
時
の
出
来
事
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
11
月
20
日
（
木
）
〜
24
日
（
月
）

　
公
開
時
間
 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
大
会
議
室
　
入
場
無
料

　
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
と
は
、
国
の
『
文

化
財
保
護
強
調
週
間
』
に
合
わ
せ
て
、
都

内
各
地
に
あ
る
文
化
財
を
一
斉
に
公
開
す

る
と
と
も
に
、
文
化
財
関
連
事
業
も
集
中

的
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
事

業
内
容
は
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
で
都
内
一
円

に
広
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
島
町
で
は
国
、

東
京
都
指
定
文
化
財

の
公
開
事
業
に
も
参

加
協
力
し
て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
教
育
文
化
課
　
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
2
0
0
8

平成20年9月来島者数実績報告
目標数　18,000人　　　

15,300

2,079

446

503

18,328

14,687

1,396

112

514

16,709

91.2％

92.8％

東 海 汽 船

羽田－大島

八丈－大島

新中央航空

合　　　計

前年対比

目標対比

（単位：人）

20年 19年

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
11
月
の
目
標
は
2
4,
0
0
0
人
で
す
。

　
読
書
の
秋
・
食
欲
の
秋
…
。
観
光
客

の
皆
さ
ん
に
大
島
の
食
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
※
行
政
相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
　

　
　
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
毎
月
第
4
水
曜
日
）

﹇
日
　
時
﹈
11
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
椎
名
　
孝

行

政

相

談

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

「
ツ
バ
キ
花
数
え
運
動
」
で
は
、
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
ツ
バ
キ
の
木
を
何

本
数
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
み
ん
な
で
参
加
し
、
素
敵
な
商
品
を
当

て
ま
し
ょ
う
！

（
ピ
ッ
タ
リ
当
て
た
で
賞
・一
番
近
い
で
賞
）

回
答
受
付
開
始
　
平
成
20
年
11
月
１
日
（
土
）

応
募
締
切
日
　
平
成
21
年
１
月
31
日
（
土
）

 
 
 
（
第
49
回
大
島
椿
ま
つ
り
初
日
）

発
表
日
　
平
成
21
年
５
月
号
広
報

　
　
　
　
　
「
お
お
し
ま
」
紙
上
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大
島
町
に
今
月
東
京
都
日
野
市
か
ら
、
移

動
図
書
館
車
が
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

れ
は
約
三
千
冊
の
図
書
を
載
せ
て
移
動
で
き

る
車
で
す
。

　
町
で
は
こ
の
車
を
利
用
し
、
色
々
な
場
所

に
行
っ
て
、
読
書
に
親
し
む
機
会
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
車
の
運
営
や
図
書
の
整
理
、

貸
出
し
な
ど
に
お
い
て
移
動
図
書
館
運
営
委

員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
主
旨
を
ご
理
解
の
上
、
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
募
集
先
﹈
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係
又
は

　
　
　
　
　
各
出
張
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
募
集
期
間
﹈
11
月
末
日
頃
ま
で

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
教
育
文
化
課
　
社
会
教
育
係

 
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

　
去
る
10
月
１
日
に
誕
生
し
た
日
本
政
策
金

融
公
庫
に
よ
る
農
業
者
・
食
品
加
工
流
通
業

者
向
け
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
経
営
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
11
月
19
日
（
水
）

　
 
 
　
12
月
17
日
（
水
）

　
 
 
　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
※
今
後
、
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
予
定

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈
無
料
経
営
相
談
、

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

﹇
主
催
﹈
日
本
政
策
金
融
公
庫
東
京
支
店

　
　
　
　
農
林
水
産
事
業

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
　
　
主
催
者
（
農
業
食
品
課
）

　
　
　
　
０
１
２
０
（
９
１
１
）
６
２
４

　
東
京
都
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）

は
平
成
20
年
10
月
19
日
か
ら
時
間
額
７
６
６

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
都
内
で
労
働
者
を
使
用
す
る
す
べ
て
の
事

　
業
場
及
び
同
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

　
働
者
（
都
内
の
事
業
場
に
派
遣
中
の
労
働

　
者
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
の
業
種
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
特

　
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

　
す
。

　
詳
細
は
、
東
京
労
働
局
賃
金
課

　
　
０
３
（
３
５
１
２
）
１
６
１
４
（
直
通
）

　http://w
w
w
.roudoukyoku.go.jp

 
又
は
、
中
央
労
働
基
準
監
督
署
（
　
０
３

（
５
８
０
３
）
７
３
８
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ

る
方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会

っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護

士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
4
時

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
電
話
で
ご

　
相
談
い
た
だ
け
ま
す
が
、
相
談
中
の

　
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

　
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前

　
9
時
〜
午
後
5
時
に
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
　
０
３
（
５
３
８
８
）
２
２
４
５

　
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

　
都
民
の
声
課

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」で
す
。

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」で
す
。

11月の相談日

月・水・金

7

14

21

28

5

12

19

26

10

17

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
4
時
30
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈
 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
 
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

移
動
図
書
館
運
営
委
員

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集
に
つ
い
て

政
策
公
庫
に
よ
る
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

東
京
都
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ
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高校生の部高校生の部

中学生の部中学生の部

˙̍ ̌̌ ૸ɹখ�உࢠɹେɹ̍ ඵ̑̌ ���

ɹপా༟೭ॿɹ೾খɹ�ɹ̍ ʡ̒̌

ɹখ೮ాɹߤɹ೾খɹ�ɹ̍ ʡ̒̏

ɹླ໦ɹ༔໵ɹͭখɹ�ɹ̍ ʡ̒̔

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹখ�உࢠɹେɹ̍ ඵ̐̏ ɹ���

ɹ੕ɹ྇ଠ࿕ɹ͞খɹ�ɹ̍ ʡ̑̓

ɹ৿ޱɹւੜɹ͞খɹ�ɹ̍ ʡ̑̕

ɹླ໦ɹཽଠɹࠩখɹ�ɹ̍ ʡ̑̕

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹখ�உࢠɹେɹ̍ ඵ̎̔ ɹ���

ɹ౻ాɹ੣ࢤɹࠩখɹ�ɹ̍ ʡ̐̑

ɹલాɹ࢘ߞɹͭখɹ�ɹ̍ ʡ̐̓

ɹ٢ాɹଠีɹࠩখɹ�ɹ̍ ʡ̑̎

ɹ��ɹ�

˙૸ߴ௓ɹখֶஉࢠɹେɹ̍ N̐ �̓��

ɹલాɹ࢘ߞɹͭখɹ�ɹ̍ N̎ ̑

ɹ౉ลɹɹ༏ɹ͞খɹ�ɹ̍ N̎ ̌

ɹ౻ాɹ੣ࢤɹࠩখɹ�ɹ̍ N̍ ̑

���

˙૸෯௓ɹখֶஉࢠɹେɹ̐ N̕ �̍��

ɹલాɹ࢘ߞɹͭখɹ�ɹ̏ N̕ ̒

ɹ૿ࢁɹߊ߂ɹͭখɹ�ɹ̏ N̔ ̓

ɹ౉ลɹɹ༏ɹ͞খɹ�ɹ̏ N̑ ̑

���

˙̐ ̌̌ NϦϨʔ��খֶஉࢠ��େ��̑ ඵ̔̍ ���

ɹ૿ࢁɹߊ߂ɹͭখɹ�ɹ̍ ʟ̌̎ ʡ̑

ɹલాɹ࢘ߞ���

ɹླ໦ɹ༔໵���

ɹࣲాɹҰར���

ɹ౻ాɹ੣ࢤɹࠩখɹ�ɹ̍ ʟ̌̎ ʡ̑

ɹ٢ాɹଠี���

ɹຊڷɹ႒ଠ���

ɹླ໦ɹཽଠ���

ɹ౉ลɹɹ༏ɹ͞খɹ�ɹ̍ ʟ̌̑ ʡ̎

ɹ੕ɹ྇ଠ࿕���

ɹલాɹౙ੕���

ɹ৿ޱɹւੜ���

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹখ�ঁࢠɹେɹ̍ ඵ̐̔ ��

ɹ২দɹलඒɹ͞খɹ�ɹ̍ ʡ̓̍

ɹాࢁɹਗ਼ಹɹ೾খɹ�ɹ̍ ʡ̓̍

ɹᖒాɹѪࡊɹ͞খɹ�ɹ̍ ʡ̓̑

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹখ�ঁࢠɹେɹ̍ ඵ̐̒ ɹ���

ɹদౡɹ޾ಸɹࠩখɹ�ɹ̍ ʡ̒̓

ɹ੨໦ɹࣿ೾ɹͭখɹ�ɹ̍ ʡ̓̐

ɹ༄৔ɹւཬɹ͞খɹ�ɹ̍ ʡ̓̓

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹখ�ঁࢠɹେɹ̍ ඵ̐̑ ���

ɹԭࢁɹࣣւɹ೾খɹ�ɹ̍ ʡ̑̐

ɹ຀໺ɹਔඒɹͭখɹ�ɹ̍ ʡ̑̓

ɹాࢁɹ༔ຑɹ͞খɹ�ɹ̍ ʡ̒̌

���

˙૸ߴ௓ɹখֶঁࢠɹେɹ̍ N̎ ɹ̒���

ɹ઒ౡɹྷಸɹ͞খɹ�ɹ̍ N̍ ̑

ɹాࢁɹ༔ຑɹ͞খɹ�ɹ̍ N̍ ̑

ɹ຀໺ɹਔඒɹͭখɹ�ɹ̍ N̍ ̑

˙૸෯௓��খֶঁࢠ��େɹ̏ N̕ ɹ̑ɹ

ɹେ໦ɹ੟՚ɹͭখɹ�ɹ̏ N̑ ̑

ɹాࢁɹ༔ຑɹ͞খɹ�ɹ̏ N̐ ̑

ɹ຀໺ɹਔඒɹͭখɹ�ɹ̏ N̏ ̒

���

˙̐ ̌̌ NϦϨʔ�খֶঁࢠ�େ�̍ ෼̌ ඵ̌̕

ɹాࢁɹ༔ຑɹ͞খɹ�ɹ̍ ʟ̌̒ ʡ̕

ɹ઒ౡɹྷಸ���

ɹനҪɹ࠼ಸ���

ɹதଜࣿᣦࡊ���

ɹԭࢁɹࣣւɹ೾খɹ�ɹ̍ ʟ̌̓ ʡ̓

ɹాࢁɹྋՖ���

ɹધ໦ਅࢠر���

ɹాࢁɹਗ਼ಹ���

ɹେ໦ɹ੟՚ɹͭখɹ�ɹ̍ ʟ̌̔ ʡ̌

ɹ຀໺ɹਔඒ���

ɹ࡚ٶɹઍ׮���

ɹᖛதɹ༎ҥ

˙̍ ̌̌ ૸ɹத�உࢠɹେɹ̍ ඵ̎̎ ���

ɹ໦ଜɹɹ྇ɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̎̔

ɹ౔ҪɹՆҎɹೋதɹ�ɹ̍ ʡ̏̍

ɹᖒాɹ߂ເɹҰதɹ�ɹ̍ ʡ̏̒

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹத�உࢠɹେɹ̍ ඵ̎̍ ���

ɹߥ໦ɹ਺໵ɹҰதɹ�ɹ̍ ʡ̏̐

ɹڮߴɹେฏɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̏̔

ɹ໦ଜɹྲྀ࠸ɹҰதɹ�ɹ̍ ʡ̏̕

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹத�உࢠɹେɹ̍ ඵ̍̔ ���

ɹੴҪɹެܒɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̍̕

ɹ୩ޱɹ༑لɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̎̌

ɹ৿ాɹ࿨थɹೋதɹ�ɹ̍ ʡ̏̌

�ɹ��ɹ

˙̎ ̌̌ ૸ɹதֶஉࢠɹେɹ̎ ඵ̐����

ɹੴҪɹެܒɹࡾதɹ�˔̎ ʡ̐̔

ɹ୩ޱɹ༑لɹࡾதɹ�ɹ̎ ʡ̒̓

ɹ౔ҪɹՆҎɹೋதɹ�ɹ̎ ʡ̓̑

���

˙̐ ̌̌ ૸ɹதֶஉࢠɹେɹ̑ ඵ̒̍ ��

ɹࡖɹɹᔨଠɹࡾதɹ�ɹ̍ ʟ̌̌ ʡ̒

ɹߥ໦ɹ਺໵ɹҰதɹ�ɹ̍ ʟ̌̌ ʡ̓

ɹ৿઒ɹوਖ਼ɹೋதɹ�ɹ̍ ʟ̌̍ ʡ̌

���

˙̍ ̑̌ ૸̌���தֶஉࢠ���େ���̐ ෼̎ ඵ̑̑ ���

ɹߥ໦ɹ਺໵ɹҰதɹ�ɹ̐ ʟ̐̑ ʡ̏

ɹ৿઒ɹوਖ਼ɹೋதɹ�ɹ̐ ʟ̐̓ ʡ̔

฀ڮߴɹେฏɹࡾதɹ�ɹ̐ ʟ̑̏ ʡ̌

���

˙૸ߴ௓ɹதֶஉࢠɹେɹ̍ N̒ �̔��

ɹळ໺ɹେేɹࡾதɹ�˔̍ N̓ ̌

ɹ৿઒ɹوਖ਼ɹೋதɹ�ɹ̍ N̐ ̑

ɹླ໦ɹ༔ޛɹҰதɹ�ɹ̍ N̏ ̌

���

˙૸෯௓ɹதֶஉࢠɹେɹ̒ N̍ ɹ̒

ɹ৿ాɹ࿨थɹೋதɹ�ɹ̑ N̑ ̍

ɹԼଜɹɹޢɹࡾதɹ�ɹ̑ N̍ ̒

ɹ૿ࢁɹߊւɹҰதɹ�ɹ̐ N̔ ̓

˙๒ؙ౤ɹதֶஉࢠɹେɹ̍ N̎̎ ɹ̓���

ɹԼଜɹɹޢɹࡾதɹ�ɹ̍ Ň̎ ̒

ɹळ໺ɹେేɹࡾதɹ�ɹ��̕ N̒ ̍

ɹࠤ౻ɹɹ཮ɹҰதɹ�ɹ��̕ N̍ ̌

���

˙̔ ̌̌ NϦϨʔ�தֶஉࢠ�େ�̍ ෼̐ ඵ̎̏

ɹੴҪɹެܒɹࡾதɹ�˔̍ ʟ̐̎ ʡ̎

ɹ୩ޱɹ༑ل���

ɹळ໺ɹେే���

ɹԼଜɹɹޢ���

ɹ৿ాɹ࿨थɹೋதɹ�ɹ̍ ʟ̐̕ ʡ̔

ɹനҪɹਹਓ���

ɹ৿઒ɹوਖ਼���

ɹ౔ҪɹՆҎ���

ɹ૿ࢁɹߊւɹҰதɹ�ɹ̍ ʟ̑̑ ʡ̍

ɹߥ໦ɹ਺໵���

ɹླ໦ɹ༔ޛ���

ɹਢాɹߛଠ���

˙̍ ̌̌ ૸ɹத�ঁࢠɹେɹ̍ ඵ̏̕ ���

ɹ٠஍ࣿ໼߳ɹೋதɹ�ɹ̍ ʡ̑̏

ɹ඿໺ɹา࣮ɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̑̐

ɹฏɹɹՆւɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̑̔

˙̍ ̌̌ ૸ɹத�ঁࢠɹେɹ̍ ඵ̏̑ ���

ɹాࢁɹਸ਼ඣɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̐̕

ɹԬຊɹඒ࡙ɹೋதɹ�ɹ̍ ʡ̑̍

ɹӬপɹਸ਼ึɹҰதɹ�ɹ̍ ʡ̑̑

����

˙̍ ̌̌ ૸ɹத�ঁࢠɹେɹ̍ ඵ̏̒ ���

ɹڮߴɹࠫܙɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̐̍

ɹখࡔɹ೫ւɹࡾதɹ�ɹ̍ ʡ̑̍

ɹେ໦೾ྤ՚ɹҰதɹ�ɹ̍ ʡ̑̒

˙̎ ̌̌ ૸ɹதֶঁࢠɹେɹ̎ ඵ̏̕ ���

ɹڮߴɹࠫܙɹࡾதɹ�ɹ̎ ʡ̔̕

ɹฏ௩༗ࢠلɹࡾதɹ�ɹ̏ ʡ̍̎

ɹԬຊɹඒ࡙ɹೋதɹ�ɹ̏ ʡ̎̍

˙̍ ̌̌ ૸̌���தֶঁࢠ���େ���̏ ෼̎ ඵ̏̌ ��

ɹ඿໺ɹา࣮ɹࡾதɹ�ɹ̏ ʟ̐̍ ʡ̕

ɹాࢁɹਸ਼ඣɹࡾதɹ�ɹ̏ ʟ̐̏ ʡ̐

ɹฏɹɹՆւɹࡾதɹ�ɹ̏ ʟ̐̏ ʡ̕

˙૸ߴ௓ɹதֶঁࢠɹେɹ̍ N̐ �̐��

ɹ຀໺ɹՃಸɹҰதɹ�ɹ̍ N̎ ̑

ɹদຊɹ໌ࢠɹࡾதɹ�ɹ̍ N̎ ̌

ɹനҪɹ༘ඒɹೋதɹ�ɹ̍ N̎ ̌

˙૸෯௓ɹதֶঁࢠɹେɹ̐ N̑ ɹ̔���

ɹฏ௩༗ࢠلɹࡾதɹ�ɹ̐ Ň ̒

ɹ٠஍ࣿ໼߳ɹೋதɹ�ɹ̏ N̓ ̔

ɹେ໦೾ྤ՚ɹҰதɹ�ɹ̏ N̑ ̕

˙̐ ̌̌ NϦϨʔ��தֶঁࢠ��େ��̑ �̒̕ ɹ

ɹڮߴɹࠫܙɹࡾதɹ�ɹ̑ ʡ̓̔

ɹฏ௩༗ࢠل���

ɹాࢁɹਸ਼ඣ���

ɹখࡔɹ೫ւ���

ɹ຀໺ɹՃಸɹҰதɹ�ɹ̍ ʟ̌̍ ʡ̔

ɹੴాɹཧੈ���

ɹେ໦೾ྤ՚���

ɹࡔԼɹΓ͜ ���

ɹԬຊɹඒ࡙ɹೋதɹ�ɹ̍ ʟ̌̏ ʡ̔

ɹ٠஍ࣿ໼߳���

ɹᖛ෦ѥرൕ���

ɹനҪɹ༘ඒ

˙̍ ̌̌ ૸ɹߍߴஉࢠɹେɹ̍ ඵ̍̐ ���

ɹ஛Ҫɹਅ੪ɹେౡɹ�ɹ̍ ʡ̎̏

ɹ৿ాɹজਓɹେౡɹ�ɹ̍ ʡ̎̏

ɹ౻ాɹɹపɹେౡɹ�ɹ̍ ʡ̎̐

���

˙̎ ̌̌ ૸ɹߍߴஉࢠɹେɹ̎ ඵ̐̑ ���

ɹ໦தɹྋհɹେౡɹ�˒̎ ʡ̐̑

ɹ౻ాɹɹపɹେౡɹ�ɹ̎ ʡ̑̔

ɹ஛Ҫɹਅ੪ɹେౡɹ�ɹ̎ ʡ̒̌

���

˙̐ ̌̌ ૸ɹߍߴஉࢠɹେɹ̑ ඵ̏̔ ���

ɹླ໦ɹ༐େɹେౡɹ�ɹ̑ ʡ̐̎

ɹ୩ޱɹ൏ਓɹେౡɹ�ɹ̑ ʡ̓̐

ɹࡖɹɹ༸ଠɹւࠃɹ�ɹ̍ ʟ̌̌ ʡ̒

���

˙૸ߴ௓ɹߍߴஉࢠɹେɹ̍ N̔ �̎��

ɹࣲ࡚ɹᠳฏɹւࠃɹ�ɹ̍ N̒ ̑

ɹ஛Ҫɹਅ੪ɹେౡɹ�ɹ̍ N̑ ̑

���

˙૸෯௓ɹߍߴஉࢠɹେɹ̒ N̍ ɹ̐���

ɹླ໦ɹ༐େɹେౡɹ�ɹ̑ N̒ ̏

ɹ੢ᖒɹҰًɹւࠃɹ�ɹ̐ N̓ ̌

���

˙๒ؙ౤ɹߍߴஉࢠɹେɹ̍ N̍̔ ɹ̕���

ɹՖࢁɹߊଠɹւࠃɹ�ɹ̍ N̍̒ ̍

���

˙̔ ̌̌ NϦϨʔߍߴ�உࢠ�େ�̍ ෼̏ ඵ̔̏ ��

ɹ஛Ҫɹਅ੪ɹେౡɹ�ɹ̍ ʟ̐̍ ʡ̐

ɹࠤʑ໦و੒���

ɹ৿ాɹজਓ���

ɹླ໦ɹ༐େ���

ɹ໦தɹྋհɹେౡɹ�ɹ̍ ʟ̐̎ ʡ̕

ɹ౻ాɹɹప���

ɹࠤʑ໦मฏ���

ɹ୩ޱɹ൏ਓ���

ɹੴాɹɹॆɹେౡɹ�ɹ̍ ʟ̐̏ ʡ̑

ɹ٢Ԭɹ୓࿕���

ɹਗ਼੉ɹਖ਼හ���

ɹԬຊɹرݩ�ɹ��

���

˙̍ ̑̌ Ň૸ߍߴ��உࢠ��େ��̐ ෼̍ ඵ̑̏ ���

ɹࠤʑ໦मฏɹେౡɹ�ɹ̐ �̐ ʡ̎̎

ɹ୩ޱɹ൏ਓɹେౡɹ�ɹ̐ �̐ ʡ̎̓

ɹதଜɹཾًɹେౡɹ�ɹ̐ �̐ ʡ̏̎

���

˙̍ ̌̌ ૸ɹࢠঁߍߴɹେɹ̍ ඵ̏̓ ���

ɹڮߴɹઍय़ɹେౡɹ�ɹ̍ ʡ̐̑

ɹླ໦ɹҁ೫ɹେౡɹ�ɹ̍ ʡ̐̕

˙̎ ̌̌ ૸ɹࢠঁ�ߍߴɹେɹ̏ ඵ̌̒ ��

ɹڮߴɹઍय़ɹେౡɹ�ɹ̏ ʡ̍̑

小学生の部小学生の部

●は新記録　★は大会タイ記録



青年の部青年の部

一般の部一般の部

　鈴木　綾乃　大島　2　３１”６

   

■１０００走   高校女子   大   ３分２０秒１   

　河野真以子　大島　1　３’２７”４

　立木　友希　大島　2　３’３５”９

　森田明日香　大島　3　３’４２”３

   

■走幅跳　高校女子　大　４m２７　   

　加藤さつき　大島　1　３m２９

■４００mリレー  高校女子  大  ５７”２　   

　高橋　千春　大島　1　１’０１”１

　河野真以子   

　森田明日香   

　加藤さつき   

　植松佳奈美　大島　2　１’０３”５

　菊地　澄恵   

　立木　友希   

　高野　　百   

　鈴木　綾乃　大島　3　１’０４”０

　小池　七瀬   

　田代ゆりあ   

　山内のどか 

■１００走　青年男子　大　１１秒１   

　池田　明容　ク青　1　１３”１

　永井　景士　元青　1　１３”１

　金子　享平　元青　3　１３”１

   

■２００走　青年男子　大　２４秒０   

　川口　暁生　差青　1　２６”６

　鈴木　慎吾　ク青　2　２６”９

　小川　重陽　ク青　3　２７”２

　   

■４００走　青年男子　大　５５秒９   

　田中　周作　ク青　1　５８”８

　川口　暁生　差青　2　５９”８

　谷口　誠実　野青　3　１’００”９

　   

■１５００走　青年男子  大  ４分２９秒３   

　金子　享平　元青　1　５’０１”９

　小関　翔祐　元青　2　５’０３”３

　田中　周作　ク青　3　５’０９”８

　   

■走高跳　青年男子　大　１m８７   

　川島亀三郎　岡青　1　１m６０

　小林　美一　元青　1　１m６０

　谷口　誠実　野青　3　１m６０

　   

■走幅跳　青年男子　大　６m３８　   

　渡部　和哉　元青　1　５m１０

　池田　明容　ク青　2　５m０１

　白井　清史　岡青　3　４m９５

　   

■砲丸投　青年男子　大　１２m８８  

　近藤　将浩　波青　1　１２m０１

　木中　由樹　野青　2　１１m３０

　望月　大介　元青　3　１０m０６

　   

■８００mリレー 青年男子大 １秒４３秒４

　池田　明容　ク青　1　１’４９”８

　中村　健嗣   

　小川　重陽   

　田中　周作   

　小林　美一　元青　2　１’５１”１

　小関　翔祐   

　金子　享平   

　永井　景士   

　山本　健治　野青　3　１’５３”２

　木中　孝侑   

　宮崎　正太   

　谷口　誠実   

　   

■１００走　青年女子　大　１３秒９   

　田崎千登勢　野青　1　１５”１

　竹井　道子　波青　2　１５”３

　川口　千賀　差青　3　１６”０

　   

■１０００走   青年女子   大   ３分１５秒５   

　竹井　道子　波青　1　４’０５”４

　浅沼あゆみ　北青　2　４’２６”９

　中村　有里　波青　3　４’４７”９

　   

■走幅跳　青年女子　大　４m９１   

　田崎千登勢　野青　1　４m１７

　下島　晋子　波青　2　３m０９

　浅沼あゆみ　北青　3　３m０３

　   

■４００mリレー 青年女子 大 １分０１秒５ 

　田崎千登勢　野青　1　１’０４”７

　下村　裕美   

　田中　　渚   

　中村　久美   

　下島　晋子　波青　2　１’０７”０

　竹井　道子   

　中村　有里   

　佐藤　智美   

　倉田奈央子　元青　3　１’０７”１

　野本　理世   

　落合　恵美   

　助川　幸江    

■１００走 一般（３０～３４）男子 大 １１秒９   

　寺本雄一郎　元体　1　１２”６

　川島　正憲　波体　2　１３”１

　新井　　恒　波体　3　１３”２

   

■１００走 一般（３５～３９）男子 大 １１秒８   

　船木　　健　差体　1　１２”６

　前田　道彦　岡体　2　１２”８

　白井　正臣　元体　3　１２”９

   

■１００走 一般（４０～４４）男子 大１２秒５   

　杉浦　隆彦　波体　1　１３”６

　谷口　芳男　差体　2　１４”２

　緒方　康裕　差体　3　１４”４

   

■１００走 一般（４５～４９）男子 大 １２秒８   

　浅沼　光輝　元体　1　１３”８

　田代紳一郎　元体　2　１４”５

　ジ ュ オ ノ　波体　3　１４”９

   

■１００走 一般（５０～５４）男子 大 １２秒５   

　山田香雅里　差体　1　１３”５

　立木　　功　岡体　2　１４”２

　エディームールヤント　波体　3　１７”８

   

■１００走 一般（５５～５９）男子 大 １３秒３   

　中村　　武　波体　1　１６”０

　川口　知郎　差体　2　１６”２

　磯部　三郎　元体　3　１６”４

   

■１００走 一般（６０～６４）男子 大 １４秒２   

　中村　佳一　波体　1　１５”１

　飛鳥　久雄　北体　2　２１”７

   

■１００走 一般（６５～６９）男子 大 １５秒２   

　平山　一郎　北体　1　１７”６

   

■６０走 一般（６０～６４）男子　大 ８秒８   

　金森　仁海　差体　1　９”５

　小久保雄二　北体　2　１３”３

    

■６０走  一般（６５～６９）男子  大  ９秒３   

　鶴崎　勝彦　元体　1★９”３

   

■６０走 一般（７０歳以上)男子 大 ９秒７   

　時得　孝良　岡体　1　１０”１

　北原　末松　北体　2　１４”５

　宮本　圭二　泉体　3　１９”３

   

■１５００m　一般男子　大　４分２８秒１   

　栗生田　進　ク体　1　４’５６”３

　河野　康裕　元体　2　５’０２”６

　菊地　昭浩　北体　3　５’０６”７

   

■砲丸投　一般男子　大　１１m８０　   

　遠藤　一成　元体　1　１０m７０

　高松　秀人　元体　2　９m７０

　岩間　洋行　波体　3　９m０８

   

■１００走 一般（３０～３４）女子 大 １４秒３   

　朝倉優美香　波体　1　１５”０

　冨田　友子　波体　2　１５”２

　前田久美子　岡体　3　１６”０

   

■１００走 一般（３５～３９）女子 大 １４秒３   

　藤井　　綾　元体　1　１６”１

　塚本　　芳　波体　2　１６”４

　藤田さおり　差体　3　１６”６

   

■１００走 一般（４０～４４）女子 大 １４秒８   

　今堀　佳子　岡体　1　１６”２

　森田　孝子　岡体　2　１６”７

　沼田ゆかり　波体　3　１７”４

   

■１００走 一般（４５～４９）女子 大 １６秒４   

　沖山　明美　波体　1　１６”８

　平　　啓子　波体　2　１７”５

   

■１００走 一般（５０～５４）女子 大 １７秒０   

　小林ますみ　元体　1 ★１７”０

   

■１００走 一般（５５～５９）女子 大 １７秒１   

　飛永　柳子　北体　1　２０”４

   

■１００走 一般（６０～６４）女子 大 １８秒４   

　中田　咲子　差体　1●１７”９

   

■６０走  一般（４０～４４）女子 大 ９秒６   

　牧野　立子　元体　1　９”８

　宮崎　純子　野体　2　９”９

　浜野きよ江　波体　3　１０”８

   

■６０走 一般（４５～４９）女子 大 １０秒０   

　河野ひとみ　波体　1　１０”８

   

■６０走 一般（５０～５４）女子 大 １０秒２  

　関野津也子　差体　1　１０”６

   

■６０走 一般（６０～６４)女子 大 １１秒１  

　佐藤　秀子　元体　1　１２”７

   

■６０走 一般（７０以上）女子 大 １３秒８   

　柳瀬妃那子　元体　1　１４”２

   

■１０００走　一般女子　大　３分３７秒５   

　冨田　友子　波体　1●３’２７”６

　佐瀬美知子　元体　2　３’５６”６

　笠間　一美　野体　3　４’０２”８

   

■親善リレー   

　波浮育会　　　　　1　１’４９”６

　　竹井　道子

　　冨田　友子  

　　鈴木　慎吾

　　新井　　恒  

　　川島　正憲

　　吉澤　哲也  

　　杉浦　隆彦

　　中村　佳一  

　差木地体育会　　　2　１’５４”５

　　出川　葉子

　　藤田さおり  

　　川口　暁生

　　船木　　健  

　　白木　　剛

　　谷口　芳男  

　　緒方　康裕

　　山田香雅里  

　岡田体育会　　　　3　１’５４”８

　　白井　優美

　　前田久美子  

　　川島亀三郎

　　杉山　克己  

　　前田　道彦

　　川島　康雄  

　　小池　　渉

　　立木　　功  

   

■ムカデりれー   

　差木地体育会　　1 

　元町体育会　　2 

　岡田体育会　　3 

   

■玉入れ   

　岡田体育会　　　1 

　元町体育会　　　2 

　野増体育会　　　3 

   

■各種団体特別６００ｍリレー   

　波浮港福祉作業所　1　１’５９”２

　大島恵の園　　　　2　２’２４”９

　GO!GO!フジクラ　 3　２’３６”４

   

■各種団体６００ｍリレー   

　大島高校寄せ集め　　 1　１’１５”６ 

　大島高校クエスチョン 2　１’１５”８ 

　大島町役場　　　　　 3　１’１９”４

11 広報おおしま 平成20年11月号
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一般の部　波浮体育会　157点

大会新記録

青年の部　元町青年会　92点

総

合

得

点

表

体

　

育

　

会

青

　

年

　

会

■１０００m走 一般女子
   ［大 ３分３７秒５］
　　冨田　友子 
　　波体 ３分２７秒６

■走高跳 中学男子
   ［大 １m６８］
　　秋野　大斗 
　　三中 １m７０

■１００m走 一般女子
   （６０～６４）［大 １８秒４］
　　中田　咲子 
　　差体 １７秒９

■２００m走 中学男子
   ［大 ２４秒９］
　　石井　公啓 
　　三中 ２４秒８

■８００mリレー　中学男子   ［大 １分４２秒３］
　第三中学校
　（下村　護・谷口友紀・秋野大斗・石井公啓）
　　　　　　　　　　　　　　　　　１分４２秒２

■参加人数 延べ 1,012人

　 地 区 　

元 町

北 の 山

岡 田

泉 津

野 増

差 木 地

ク ダ ッ チ

波 浮

得　点

142点

63点

74点

3点

45点

108点

28点

157点

2位

5位

4位

8位

6位

3位

7位

1位

順位 　 地 区 　

元 町

北 の 山

岡 田

泉 津

野 増

差 木 地

ク ダ ッ チ

波 浮

得　点

92点

30点

41点

12点

88点

34点

58点

61点

1位

7位

5位

8位

2位

6位

4位

3位

順位

優 勝優 勝優 勝優 勝
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　大島警察署・大島交通安全協会では、9月21日から30日まで行われた「秋の全国交通安全運動」に伴い、
各小学校から「交通安全標語」を募集したところ、３８３点もの多数の作品の応募がありました。その
中から優秀作品を紹介します。

　最 優 秀 作 品
　吉本ゆきなさん（つばき）、川島麗奈さん（さくら）の作品については、岡田交通安全宣言塔に掲示
します。瀧口金太郎くん（波浮）、菊地健太くん（差木地）の作品については、差木地交通安全宣言塔
に掲示します。

平成20年　秋の交通安全標語優秀作品 （敬称略）

小学校名
さくら
波  浮
さくら
つばき
差木地
つばき
さくら
差木地
つばき
波  浮
波  浮
さくら
つばき
つばき
つばき
差木地
波  浮
さくら
つばき
波  浮
つばき
さくら
差木地
差木地
波  浮
さくら
差木地
さくら
つばき
波  浮

学　年
１年生
１年生
１年生
１年生
１年生
２年生
２年生
２年生
２年生
２年生
３年生
３年生
３年生
３年生
３年生
４年生
４年生
４年生
４年生
４年生
５年生
５年生
５年生
５年生
５年生
６年生
６年生
６年生
６年生
６年生

氏　名
市川　彩水
奥井　真汐
井島　大元
諸星　望歩
白木　康大
島村　杏樹
山下　　愛
木村　　萌
今江　勇介
西川　夏鈴
瀧口金太郎
三宮　　仁
藤井　　舞
飯塚ゆきの
下村みふゆ
菊地　健太
冨田　百華
稲田　理久
小池　　空
秋野　紗雅
吉本ゆきな
常川　　葵
木村優明歩
石川　真弓
平　　冬霞
川島　麗奈
幡野妃奈子
前田　海夏
柴田　一利
船木真希子

　　　　　　　　作　　　 　品
てをあげて　とまったくるまに　ありがとう
とびだすな　くるまがくるぞ　あぶないよ
ぜんいんが　シートベルトで　あんしんだ
やめようね　ぼーっと　どうろをわたるのを
おうだんほどう　あかしんごうでは　わたりません
かっこいいね　ゆったりうんてんするひとは
せまいみち　人と車で　ゆずりあい
自どう車の　スピード出しすぎ　じこのもと
ぼくらをまもるよ　シートベルト
あぶないよ　とびだしだめだ　ぜったいに
じこはダメ!　人の命は　かえせない
パパまって　うしろがベルト　しめるまで
あおだけど　さゆうみてから　わたろうね!
じてんしゃで　どうろのまんなか　はしらない
あおでもね　くるまがくるかも　しれないよ
キミのため　後ろのせきも　シートベルト
運転手　小さなわたし　見えますか
ぼくたちは　大人のマナー　見ているよ
シートベルト　それが子供の　いのちづな
ちゃんとみて　ひとのいのちは　ひとつだけ
運転席　すわればあなたが　責任者
信号むし　ちょっとのむしが　命とり
守ろうよ　安全運転　シートベルト
それでいい？　事故につながる　その行動
安全を　守るための　シートベルト
全員が　カチャッとしめたら　出発だ
気をぬいた　その１秒で　事故起こる！
車はね　アクセルよりも　ブレーキを
いそがずに　黄色で止まって　次の青
青でもね　危険は横に　ついている
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◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
《
全
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
11
／
7
（
金
）
・
11
／
26
（
水
）

※
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
と
体
の
相
談

　
今
ま
で
楽
し
め
て
い
た
こ
と
が
楽
し

く
な
い
、
気
分
が
沈
む
、
疲
れ
を
強
く

感
じ
る
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
方
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
く
れ
よ
ん
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
11
／
13
（
木
）
・
11
／
14
（
金
）

・
対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者
の
方
な
ど
。

※
専
門
の
相
談
員
が
島
外
か
ら
来
ま
す
。

◆
栄
養
個
別
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
栄
養
士
ま
で
）

「
糖
尿
病
予
防
栄
養
相
談
」
11
／
14
（
金
）

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
」
11
／
17
（
月
）

「
高
血
圧
予
防
栄
養
相
談
」
11
／
13
（
木
）

◆
栄
養
電
話
相
談
《
予
約
不
要
》

「
乳
幼
児
食
事
相
談
」
11
／
28
（
金
）

　
離
乳
食
や
幼
児
食
に
つ
い
て
栄
養
士

が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
ハ
ッ
ピ
ー
歯
科
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
歯
科
衛
生
士

ま
で
）

「
ち
び
っ
子
歯
科
相
談
」
　
11
／
13
（
木
）

「
歯
周
病
予
防
」
　
　
　
　
11
／
14
（
金
）

「
家
族
で
歯
科
相
談
」
　
　
11
／
19
（
水
）

※
 歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談
で
す
。

　
そ
の
他
、
お
口
、
入
れ
歯
、
口
臭
･
･
、

気
に
な
る
こ
と
を
解
消
さ
せ
る
為
、
ま

ず
は
電
話
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
相
談
《
予
約
制
》
　
　

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

※
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
歯
科

　
衛
生
士
に
よ
る
相
談
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

　
◆
6
・
9
ヵ
月
児
健
診
《
予
約
制
》

　
・
医
療
セ
ン
タ
ー
　
◇
毎
週
水
曜
日

　
※
11
／
５
（
水
）
・
11
／
12
（
水
）

　
　
は
、
栄
養
相
談
も
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
４
６

　
５
月
の
広
報
で
公
募
し
た
つ
つ
じ
小

学
校
の
校
章
に
は
、
島
内
か
ら
１
１
２

点
も
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
12
点
の
候
補
作
品
を

選
定
し
、
差
木
地
小
・
波
浮
小
の
児
童
・

保
護
者
・
教
職
員
に
よ
る
投
票
を
行
っ

た
結
果
、
次
の
図
案
が
つ
つ
じ
小
学
校

の
校
章
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
案
者
は
、
波
浮
小
卒
業
生
で
、
現

在
は
福
岡
県
在
住
の
堤
和
史
さ
ん
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
由
来
は
、
「
つ
つ
じ
の
花

と
黒
潮
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
り
ま
し
た
。

島
の
海
の
よ
う
に
、
優
し
く
強
く
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
作
り

ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
花

び
ら
の
下
に
あ
る
４
本
の
線
は
、
つ
つ

じ
小
の
学
区
域
と
な
る
、
間
伏
・
差
木

地
・
ク
ダ
ッ
チ
・
波
浮
の
４
地
区
を
表

し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
や
、
公

募
・
回
収
へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
暁
の
旅
人

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
吉
村
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
講
談
社

　
　
　
　
　
　
　
　
幕
末
の
長
崎
。
維

　
　
　
　
　
　
　
新
の
波
に
も
ま
れ
な

が
ら
も
信
念
を
貫
い
た
医
家
を
描
く
感

動
の
歴
史
長
編
。

○
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
な
ん
か
知
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
篠
田
節
子

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
講
談
社

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
客
の
途
絶
え

　
　
　
　
　
　
　
た
過
疎
の
町
を
再
生

し
よ
う
と
す
る
元
若
者
た
ち
が
仕
掛
け

た
策
と
は
…
。

○
東
京
島

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
桐
野
夏
生

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
新
潮
社

　
　
　
　
　
　
　
　
太
平
洋
の
涯
の
島

　
　
　
　
　
　
　
に
流
れ
着
い
た
31
人

の
男
と
１
人
の
女
。
生
に
す
が
り
つ
く

人
間
た
ち
の
極
限
状
態
を
容
赦
な
く
描

い
た
傑
作
長
篇
。

○
漢
検
の
ひ
み
つ

﹇
漫
画
﹈
大
岩
ピ
ュ
ン

﹇
発
行
﹈
学
習
研
究
社

○
か
が
く
の
と
も
　
で
ん
ち
ゅ
う

﹇
作
﹈
野
坂
勇
作
﹇
発
行
﹈
福
音
館
書
店

○
昆
虫
　
4
億
年
の
旅
　

﹇
著
者
﹈
今
森
光
彦
﹇
発
行
﹈
新
潮
社

○
地
震
か
ら
命
を
守
る
　
住
宅
の
耐
震
化

（
D
V
D
）

﹇
企
画
﹈
東
京
都

　
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
実
際
の
耐

震
化
取
組
事
例
を
紹
介
。

（図案）

﹇
日
時
﹈
11
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
10:

00
〜
12:

00

﹇
費
用
﹈
材
料
費
込
み
　
5
0
0
円

　
※
小
学
生
以
上
、
送
迎
致
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
（
４
）
１
１
３
７
　
担
当:

関
野
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今
年
の
学
校
祭
の
テ
ー
マ
は

「
Ｆ
ｕ
ｎ
 
Ｆ
ｕ
ｎ
 
Ｆ
ｕ
ｎ
！
」
で
す
。

　
11
月
8
日
（
土
）
郷
土
芸
能
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
於:

本
校
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13:

00
〜
16:

00

　
11
月
9
日
（
日
）
一
般
公
開
日

　
　
（
於:

本
校
舎
・
体
育
館
・
農
場
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
グ
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９:

00
〜
15:

00

一
般
公
開
の
内
容

　
舞
台
発
表
・
展
示
発
表
・
飲
食
店
（
全

日
制
・
定
時
制
）
・
農
林
科
生
産
品
販
売
・

家
政
科
販
売
・
野
球
部
招
待
試
合
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
島
民
の
皆
様
の
ご
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
校
内
に
ご
み
箱
を
設
置
い
た
し
ま
せ
ん

　
の
で
、
ご
み
は
各
自
持
ち
帰
っ
て
い
た

　
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

　
敷
地
内
は
す
べ
て
禁
煙
と
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
自
動
車
に
て
ご
来
校
の
際
は
、
都
道
側

　
の
正
門
の
み
が
入
口
と
な
り
、
裏
門
は

　
出
口
専
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

　
く
だ
さ
い
。

　
I
T
ス
キ
ル
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
在
宅

で
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
日
　
程

　
　
11
月
1
日
（
土
）
表
計
算
１

　
　
11
月
15
日
（
土
）
表
計
算
２

　
　
11
月
29
日
（
土
）
表
計
算
３

　
　
12
月
6
日
（
土
）
画
像
処
理
１

　
　
12
月
13
日
（
土
）
画
像
処
理
２

　
　
12
月
20
日
（
土
）
画
像
処
理
３

★
時
　
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

★
場
　
所
　
大
島
高
等
学
校

★
費
　
用
　
受
講
料
無
料
　
教
材
費
は
回

　
ご
と
に
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
各
回
2
0
0
円
〜
5
0
0
円
程
度
）

★
対
　
象
　
中
学
生
以
上

★
人
　
数
　
各
回
先
着
20
名

★
そ
の
他

　　
学
校
の
都
合
に
よ
り
開
講
日
時
を
変
更

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
参
加
方
法

　
事
前
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
　
　
（
月
〜
金
　
午
後
１
時
〜
８
時
）

　
　
　
　
定
時
制
副
校
長
　
千
葉
ま
で
　

http://w
w
w
.osim

a-h.m
etro.tokyo.jp/

★
本
校
定
時
制
に
入
学
希
望
の
方
に
は
随

　
時
授
業
見
学
・
進
学
相
談
を
承
り
ま
す
。

大
島
高
校
定
時
制

○
　
来
年
の
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が

　
始
ま
り
ま
す
。
裁
判
員
は
、
選
挙
権
の
あ

　
る
人
（
衆
議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
た
人
）
の
中
か
ら
、
く
じ
に
よ
り
無

　
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

○
　
広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
、
そ
の
良
識

　
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
裁
判
員
制

　
度
の
趣
旨
か
ら
、
法
律
上
、
裁
判
員
に
な

　
る
こ
と
は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

　
し
、
国
民
の
皆
様
の
負
担
が
著
し
く
大
き

　
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、

　
法
律
や
政
令
で
辞
退
を
申
し
立
て
る
こ
と

　
が
で
き
る
事
由
を
定
め
て
い
ま
す
。

○
　
辞
退
の
申
し
立
て
に
対
す
る
判
断
は
、

　
各
裁
判
員
候
補
者
の
個
別
事
情
に
応
じ
国

　
民
の
皆
様
の
社
会
経
済
生
活
の
実
情
に
沿

　
っ
て
適
切
か
つ
柔
軟
に
、
で
き
る
限
り
前

　
倒
し
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様

　
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

　
ま
す
。
名
簿
記
載
通
知
に
同
封
さ
れ
る
調

　
査
票
や
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
（
呼

　
出
状
）
に
同
封
さ
れ
る
質
問
票
は
、
裁
判

　
員
候
補
者
の
方
の
ご
事
情
を
早
期
に
お
尋

　
ね
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
用
に
裁
判
所
に

　
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
を
避
け
る
た
め
の

　
も
の
で
す
。
ご
記
入
・
ご
返
送
に
つ
き
ご

　
協
力
く
だ
さ
い
。

〜
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で

※
出
発
時
刻
の
15
分
前
ま
で
に
保
安
検

　
査
場
を
お
通
り
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

　
ご
搭
乗
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
ご
ざ

　
い
ま
す
。
お
時
間
に
は
余
裕
を
も
っ

　
て
空
港
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
大
島
空
港
の
営
業
時
間
は
、
11
月
か

　
ら
9
時
〜
17
時
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

航
空
便
発
着
時
刻
表

11
月
1
日
〜
11
月
３０
日

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850
844

B737－500
11：55発

13：35着
12：35着
13：05発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843
849

B737－500
13：30発

15：10着
14：05着
14：35発

●
A
N
A
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　
　
０
１
２
０
（
０
２
９
）
２
２
２

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ

　
（
２
）
２
３
３
７

お
好
き
な
回
を
選
ん
で
参
加
で
き
ま
す
。
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
平
成
20
年
度
東
京
都
島
し
ょ
芸
術
文
化
振

興
事
業
寄
席
芸
能
大
島
公
演
が
、
10
月
４
日

（
土
）
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
落
語
や
漫

才
、
奇
術
を
身
近
で
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場

内
は
、
立
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、

約
3
6
0
名
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
（
水
）
、
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
来
年
５
月
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制
度
に
向

け
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
よ
る
模
擬
評
議
が
、

初
め
て
大
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
殺
人
事
件
を
題
材
に
し
た
「
審
理
」
（
裁
判

員
制
度
広
報
用
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
後
に
、
18
名

の
参
加
者
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
３

人
の
裁
判
官
を
中
心
に
、
短
い
時
間
の
中
で

活
発
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的

な
結
論
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
し
た

方
は
『
難
し
か
っ
た
で
す
。
人
の
意
見
を
聞

く
内
に
自
分
の
考
え
が
分
か
ら
な
っ
て
い
く

の
で
、
実
際
そ
の
場
所
に
立
っ
た
ら
緊
張
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
』
『
皆
が
や
る
こ
と
を
先
に
経
験
さ
せ
て

も
ら
っ
て
参
考
に
な
っ
た
』
等
、
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
裁
判
官
の
も
し
自
分
が
裁
判
員
に
選
ば
れ

た
ら
？
の
問
い
か
け
に
「
島
し
ょ
の
住
民
は

日
帰
り
が
出
来
ず
、
宿
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
宿
泊
施
設
は
自
分
で
探
す
の
か
？
」

「
大
島
は
観
光
に
携
わ
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
で
、
忙
し
い
時
は
行
け
な
い
の
で
は
」
な

ど
、
離
島
な
ら
で
は
の
不
安
や
心
配
ご
と
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
島
町
で
は
有
権
者
数
約
７，
４
０
０
名

の
内
、
無
作
為
に
30
人
が
選
ば
れ
裁
判
員
候

補
者
と
し
て
名
簿
に
載
る
予
定
で
す
。

　
10
月
10
日
（
金
）
、
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
行
わ
れ

る
全
国
地
域
安
全
運
動
を
前
に
、
大
島
警

察
署
、
大
島
防
犯
協
会
、
大
島
母
の
会
主

催
の
「
大
島
地
域
安
全
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
、
振
り
込
め
詐
欺
の
寸
劇
や
御
神
火

太
鼓
、
各
地
区
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
七
島
信
用
組
合
の
協
力
に
よ
る
「
振
り

込
め
詐
欺
防
止
」
の
寸
劇
で
は
、
電
話
の

相
手
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
や
、
お

金
を
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
等
、
犯
人
は

色
々
な
手
口
を
使
い
だ
ま
し
て
く
る
の
で
、

被
害
に
あ
う
前
に
一
人
で
悩
ま
ず
、
落
ち

着
い
て
、
冷
静
に
行
動
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
ま
し
た
。

　
わ
か
り
や
す
く
迫
力
あ
る
演
技
に
、
会

場
内
は
拍
手
喝
采
！
楽
し
み
な
が
ら
も
、

振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
実
態
な
ど
を
、
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。寸劇で「振り込め詐欺防止」を訴える皆さん

　
９
月
７
日
（
日
）
、
大
島
柔
道
会
の
子
ど

も
た
ち
は
、
武
蔵
野
市
立
第
二
中
学
校
で
行

わ
れ
た
武
青
杯
柔
道
大
会
に
、
幼
年
か
ら
中

学
生
ま
で
の
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
道
場
も
加

わ
り
31
団
体
、
約
６
６
０
名
の
参
加
選
手
の

大
会
で
、
大
島
柔
道
会
の
子
ど
も
た
ち
は
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
中
で
頑
張
り
ま

し
た
。

　
試
合
結
果

　
3
　
位
　

　
　
伊
藤
　
真
凜
（
幼
年
女
子
）
　
　
岡
田

　
　
平
塚
有
紀
子
（
中
３
女
子
）
　
　
波
浮

　
　
下
村
大
治
郎
（
小
１
重
量
）
　
　
元
町

　
　
吉
成
　
諒
　
（
中
３
）
　
　
　
　
波
浮

　
敢
闘
賞
　

　
　
下
村
み
ふ
ゆ
（
小
３
女
子
重
量
）
元
町

　
　
伊
藤
　
颯
一
（
小
２
軽
量
）
　
　
岡
田

　
　
向
山
　
巧
　
（
中
２
中
量
）
　
　
野
増

大
島
柔
道
会
　
銅
4
・
敢
闘
賞
3
を
獲
得

芸
術
の
秋
は
笑
い
か
ら
！

芸
術
の
秋
は
笑
い
か
ら
！

赱
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●ま・ち・の・わ・だ・い

　
大
島
町
体
育
祭
野
球
大
会
（
一
般
の
部
）

が
８
月
24
日
開
幕
、
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
マ

イ
ア
ミ
球
場
と
大
島
町
野
球
場
で
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
28
日
（
日
）

大
島
町
野
球
場
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、

大
島
町
役
場
が
、
春
の
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム

岡
田
八
幡
と
対
戦
し
、
７
対
５
で
優
勝
し
ま

し
た
。
今
大
会
の
首
位
打
者
は
、
５
、
６
人

候
補
が
上
が
り
ま
し
た
が
、
準
優
勝
し
た
岡

田
八
幡
の
川
島
勝
彦
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
（
日
）
つ
ば
き
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、

今
年
の
大
会
は
待
ち
に
待
っ
た
念
願
の
晴
れ
！
風
が
少
し
強
か
っ

た
も
の
の
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
優
勝
は
昨
年
と
同
じ
、
波
浮
体
育
会
と
元
町
青
年
会
。
差
木
地

小
学
校
と
波
浮
小
学
校
は
、
来
年
度
か
ら
統
合
し
「
つ
つ
じ
小
学

校
」
に
な
る
た
め
、
こ
れ
が
最
後
の
大
会
と
な
り
選
手
も
応
援
も

一
段
と
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
　
（
記
録
は
10
Ｐ
〜
12
Ｐ
参
考
）

　
宮
本
さ
ん
（
87
歳
・
泉
津
体

育
会
）
は
、
こ
の
大
会
の
最
高

齢
で
連
続
出
場
し
て
い
ま
す
。

健
康
の
秘
訣
を
聞
い
て
み
る
と

「
毎
日
2
0
0
ｍ
位
、
海
岸
沿

い
を
ジ
ョ
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

来
年
も
頑
張
り
ま
す
！
」
と
元

気
よ
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
63
回
大
分
国
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
、
少
年
男
子
の
部
に
、
静
岡
県
チ
ー

ム
（
飛
龍
高
校
）
で
活
躍
す
る
大
島
出

身
の
高
田
賢
三
さ
ん
（
高
３
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
高
田
さ
ん
が
主
将
を
務
め
る
静
岡
県

チ
ー
ム
は
、
国
体
東
海
地
区
予
選
会
少

年
男
子
の
部
で
２
年
連
続
17
回
目
の
国

体
出
場
を
勝
ち
取
り
「
大
分
国
体
で
は
、

東
海
の
代
表
に
恥
じ
な
い
戦
い
を
し
た

い
。
兄
（
庸
平
・
喜
一
郎
）
に
続
い
て

の
国
体
出
場
な
の
で
兄
を
越
え
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
の
初
戦
で
静
岡
県
チ
ー
ム

は
石
川
県
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
５
年
ぶ

り
の
国
体
勝
利
を
掴
み
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
９
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
だ

っ
た
競
技
は
、
２
日
連
続
の
雨
天
中
止

で
、
準
々
決
勝
以
降
の
試
合
が
打
ち
切

ら
れ
、
８
強
に
残
っ
た
静
岡
県
チ
ー
ム

を
含
む
８
チ
ー
ム
が
す
べ
て
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

国
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に

優勝　大島町役場

首位打者
川島勝彦

（岡田八幡）
５割８分３厘
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内
門
　
寛
大
く
ん
　
　
　
和
也
・
さ
よ
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
26
（
元
　
町
）

小
杉
　
結
愛
ち
ゃ
ん
　
　
明
寛
・
優
香
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
／
4
（
元
　
町
）

杉
本
　
光
優
ち
ゃ
ん
　
　
大
典
・
香
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
／
10
（
岡
　
田
）

山
田
　
心
海
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
海
幸
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
／
19
（
北
の
山
）

9
／
6
〜
10
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

か
ん
た

ゆ
　
な

み
ゆ
う

こ
こ
み

　
今
ま
で
囲
碁
に
接
し
た
事
の
な
い
女
性

に
囲
碁
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
、
左
記
の
通
り
企
画
し
ま
し

た
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
囲
碁
を
覚
え

て
く
だ
さ
い
。
（
頭
の
体
操
に
最
適
で
す
）

﹇
対
象
﹈
女
性
（
初
心
者
）

﹇
日
時
﹈
11
月
10
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

﹇
場
所
﹈
日
本
棋
院
大
島
支
部
元
町

　
　
　
　
碁
会
所
（
ス
タ
ー
銀
行
裏
）

﹇
参
加
費
﹈
無
料

﹇
募
集
人
数
﹈
10
人

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

﹇
申
込
方
法
﹈
電
話
に
よ
り
、
左
記
ま
で

　
　
　
　
　
　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
福
本
洋
祐
　
（
２
）
４
５
６
５

　
　
　
澤
田
昌
行
　
（
４
）
０
０
６
４

﹇
主
催
﹈
日
本
棋
院
大
島
支
部

※
な
お
、
右
記
以
外
で
も
囲
碁
を
覚
え
た

　
い
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
旨
お

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
内
容
﹈
い
ろ
い
ろ
な
ダ
ン
ス
に
よ
る
島
外

　
　
　
　
と
の
文
化
交
流

﹇
日
時
﹈
12
月
20
日
（
土
）
午
後
７
時
開
演

　
　
　
　
12
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
大
集
会
室

﹇
入
場
料
﹈
無
料
　
※
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

﹇
主
催
﹈
伊
豆
大
島
ジ
ャ
パ
ン
ダ
ン
ス
フ
ェ

　
　
　
　
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
（
２
）
４
２
８
８
　
青
木

『
地
産
地
消
、
安
心
を
生
む
農
業
祭
』

﹇
日
時
﹈

☆
 農
産
物
の
展
示
及
び

　
　
　
　
　
　
　
展
示
品
の
競
売
・
入
札

　
　
11
月
15
日
（
土
）
９:

00
〜
16:

00

　
　
11
月
16
日
（
日
）
９:

00
〜
14:

00

　
　
受
渡
し
　
16
日
（
日
）
14:

30
〜

☆
即
売
会
（
花
・
野
菜
・
畜
産
品
）
　

　
　
11
月
15
日
（
土
）
９:

00
〜
15:

00

　
　
11
月
16
日
（
日
）
９:

00
〜
15:

00

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ご
来
場
さ
れ
た
方
に
は
花
の
無
料
配
布
を

行
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
伊
豆
大
島
支
店
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
１
７
１

大
島
公
園
だ
よ
り

気 〝
オ
シ
ド
リ
夫
婦
の
季
節
〞
到
来

№
１２２

オ

さ

［日　　時］11月16日（日）小雨決行
［集合場所］温泉ホテル
［順　　路］裏砂漠ススキ野原周遊
［時　　間］9:15～15:00頃まで　
［持　　参］雨具・防寒具・昼食・
　　　　　　飲み物・手袋等
［条　　件］すべて自己責任、交通規則遵守

丸尾 時彦    （4）0498

高橋 敏生    （4）1271

北原 末松    （2）0759

田村 孝治    （4）1234

井上 智雄    （4）1921

1

1

1

1

1

（この先の予定）12月6日（土）～7日（日）ツーデーマーチ

問い合わせ、相談、要望等
は下記へご連絡ください。

O W C 伊 豆 大 島
ウォーキングクラブ《               　　》

＊ススキウォーク＊

温
が
段
々
と
低
く
な
り
、
動
物
達
が

〝
衣
替
え
〞
の
準
備
を
始
め
た
こ
と

を
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回

は
オ
シ
ド
リ
の
衣
替
え
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

シ
ド
リ
と
い
え
ば
、
夫
婦
円
満
の
印
、

日
本
人
に
は
馴
染
み
の
深
い
鳥
で
す

が
、
み
な
さ
ま
姿
を
思
い
出
せ
ま
す
か
？

頬
に
は
見
事
な
黄
金
色
の
長
い
羽
を
持
ち
、

水
面
に
浮
け
ば
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
大
き
な

銀
杏
葉
形
の
羽
が
ぴ
ん
と
立
つ
と
て
も
美

し
い
水
鳥
で
す
。
し
か
し
、
大
島
公
園
に

夏
来
園
さ
れ
た
方
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

夏
に
は
あ
の
美
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。
実
は
あ
の
姿
は
繁
殖
期

の
オ
ス
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
メ
ス

は
一
年
中
や
や
地
味
な
装
い
を
し
て
お
り
、

オ
ス
も
繁
殖
期
以
外
は
メ
ス
に
似
た
地
味

な
姿
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
シ
ド
リ
達

の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま

し
た
。
大
島
公
園
の
オ
シ
ド
リ
た
ち
も
す

っ
か
り
美
し
い
羽
に
な
り
、
低
い
声
で
鳴

き
な
が
ら
メ
ス
達
に
ア
ピ
ー
ル
を
始
め
て

い
ま
す
！

て
、
公
園
に
は
こ
の
時
期
、
外
か
ら

の
お
客
様
が
到
来
し
ま
す
。
ア
オ
サ

ギ
と
い
う
、
日
本
で
見
ら
れ
る
サ
ギ
の
中

で
も
最
大
級
の
サ
ギ
が
上
の
池
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
お
目
当
て
は
池
の
コ
イ
・
・
・

そ
し
て
上
空
を
見
る
と
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

ウ
（
小
さ
な
タ
カ
の
仲
間
）
が
ホ
バ
リ
ン

グ
を
し
て

虫
を
ね
ら

っ
て
い
ま

す
。
季
節

毎
に
少
し

づ
つ
変
化

し
て
い
く

公
園
に
、

是
非
遊
び

に
来
て
く

だ
さ
い
。

第５回

伊
豆
大
島
ジ
ャ
パ
ン
ダ
ン
ス

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
記
念
公
演

伊
豆
大
島
ジ
ャ
パ
ン
ダ
ン
ス

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
記
念
公
演

伊
豆
大
島
ジ
ャ
パ
ン
ダ
ン
ス

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
記
念
公
演
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9
／
6
〜
10
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

右
原
　
い
わ
さ
ま（
107
・
ホ
ー
ム
）
9
／
8

反
保
　
　
裕
さ
ま（
79
・
ク
ダ
ッ
チ
）
9
／
8

沖
山
千
代
松
さ
ま（
89
・
差
木
地
）
9
／
11

山
下
み
さ
子
さ
ま（
87
・
野
　
増
）
9
／
14

川
島
甚
之
助
さ
ま（
84
・
元
　
町
）
9
／
17

佐
藤
　
京
子
さ
ま（
55
・
ク
ダ
ッ
チ
）
9
／
18

田
村
　
昌
志
さ
ま（
76
・
ホ
ー
ム
）
9
／
25

高
野
ト
ミ
子
さ
ま（
65
・
元
　
町
）
9
／
26

早
川
タ
キ
ヨ
さ
ま（
81
・
泉
　
津
）
9
／
27

﹇
内
　
容
﹈
リ
ー
ス
づ
く
り

﹇
日
　
時
﹈
11
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
５
０
０
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
体
験
教
室

　
　
年
賀
状
、
カ
ー
ド
な
ど

﹇
日
時
﹈
11
月
24
日
（
月
）
13:

30
〜
16:

00

　
　
　
　
11
月
30
日
（
日
）
13:

30
〜
16:

00

﹇
場
所
﹈
カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

﹇
参
加
費
﹈
材
料
費
込
み
　
1,
5
0
0
円

﹇
連
絡
先
﹈
カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　
０
９
０
（
７
８
４
６
）
８
２
７
３

　
多
目
的
広
場
に
お
き
ま
し
て
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
出
店
者
を
大
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
開
催
日
﹈

　
　
11
月
29
日
（
土
）

　
　
13
‥
00
か
ら
〜
15
‥
00
ま
で

（
雨
天
順
延
　
11
月
30
日
（
日
）
以
降
は

　
中
止
で
す
）

﹇
場
所
﹈

　
岡
田
字
新
開
　
愛
ら
ん
ど
フ
ァ
ー
ム
内

　
多
目
的
広
場

﹇
参
加
料
﹈
無
料

﹇
参
加
者
数
﹈
先
着
25
名
ま
で

﹇
出
店
申
込
み
﹈

　
　
町
役
場
産
業
課
に
備
え
付
け
の
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月
20

　
日
ま
で
に
産
業
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
町
役
場
　
産
業
課
農
業
係

　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
５

　
差
木
地
小
学
校
で
は
、
今
年
度
末
の
閉

校
に
伴
い
、
卒
業
生
及
び
地
域
・
関
係
者

の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
「
閉
校
記

念
碑
」
を
建
立
し
ま
す
。

　
こ
の
記
念
碑
に
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
版
に

本
校
の
卒
業
生
名
・
教
職
員
名
等
を
刻
む

予
定
で
す
。
現
在
、
現
存
す
る
卒
業
生
台

帳
か
ら
名
前
を
調
べ
、
卒
業
生
名
簿
を
作

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
過
去
の
台
帳
に

は
字
が
判
読
し
づ
ら
い
も
の
も
あ
り
、
困

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
製
作
業
者
に
発
注
す

る
前
に
、
卒
業
生
の
皆
様
に
名
前
の
確
認

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
左
記
期

日
に
お
い
て
同
窓
会
名
簿
の
閲
覧
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
日
時
﹈

　
　
平
成
20
年
11
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
11
月
９
日
（
日
）

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

﹇
場
所
﹈
差
木
地
小
学
校
玄
関
ホ
ー
ル

　
差
木
地
小
学
校
閉
校
対
策
実
行
委
員
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
！

第
2
回

島
し
ょ
会
館
へ
の
ご
予
約
は

　
０
３
（
３
４
３
７
）
３
０
６
１

皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
元
・
米
海
兵
隊
員
の
ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ

ン
氏
に
よ
る
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
11
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
よ
り

﹇
開
場
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
大
会
議
室

﹇
主
催
﹈
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
の
話
を
聞
く
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
　

　
　
　
　
　
　
（
４
）
１
０
２
１
　
中
田

﹇
後
援
﹈
大
島
町
教
育
委
員
会

﹇
開
催
日
﹈
平
成
21
年
３
月
１
日
（
日
）

﹇
種
目
﹈
10
キ
ロ
（
役
場
〜

　
　
　
　
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
折
返
し
）

　
　
　
　
５
キ
ロ
（
役
場
〜
愛
宕
山
折
返
し
）

﹇
参
加
料
﹈
無
料

﹇
申
込
み
﹈
観
光
課
や
各
出
張
所
に
置
い
て

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
50
円

切
手
を
貼
付
の
上
、
観
光
課
又
は
各
出
張
所

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
締
切
﹈
平
成
21
年
１
月
23
日

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
観
光
課
（
２
）
１
４
４
６

※
な
お
当
日
は
、
午
前
９
時
頃
か
ら
午
前
11

　
頃
ま
で
役
場
前
か
ら
大
島
け
ん
こ
う
セ
ン

　
タ
ー
前
に
か
け
て
交
通
規
制
が
行
な
わ
れ

　
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
最

　
終
ラ
ン
ナ
ー
通
過
後
、
順
次
解
除
し
ま
す
）

差
木
地
小
学
校
卒
業
生
へ
の
お
願
い

―
名
簿
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
―

第３８回

カ
メ
リ
ア
マ
ラ
ソ
ン

参
加
選
手
募
集
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おおしま
住民カレンダー November（霜月）11月11月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

6

6

13

20

27

4

5

12

19

26

3

7

14

21

28

5

2

9

16

23

30

3

10

17

24

1

大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山、岡－岡田、泉－泉津
野－野増、間－間伏、差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
の
略
称
】
●
開
発
セ
ン
タ
ー
…
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
●
岡
田
セ
ン
タ
ー
…
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
●
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
…
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
波
浮

●
ク
ダ
ッ
チ
福
祉
館
…
ク
ダ
ッ
チ
老
人
福
祉
館
　
●
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
…
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
●
波
浮
福
祉
館
…
波
浮
港
老
人
福
祉
館

●
医
療
セ
ン
タ
ー
…
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　
●
勤
福
会
館
…
大
島
勤
労
福
祉
会
館

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
10
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元　町
北の山
岡　田
泉　津
野　増
差木地
波浮港

計
昨年

1,482世帯
776 〃 
469 〃 
245 〃 
335 〃 

1,097 〃 
488 〃 

4,892世帯
4,878世帯

2,781人
1,445〃　
943〃　
459〃　
589〃　

1,929〃　
754〃　

8,900人
8,933人

4

11

18

25

2

　（
２０
・
１０
・
1
）　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

波

波

波

波

波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北・野
岡・泉・波・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北・野
岡・泉・波・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

法律相談〈予約制〉
6・9カ月児健診
〈予約制〉
（医療センター）

火山博物館臨時
休館日
BCG予防接種
（けんこうセンター）

差木地小学校学習
発表会
波浮小学校学芸会

御神火温泉休館日
高血圧予防栄養相談
ちびっ子歯科相談
くれよん相談〈予約制〉
（けんこうセンター）
大島町表彰式

御神火温泉休館日
糖尿病予防相談
歯周病予防相談
くれよん相談
〈予約制〉（けんこうセンター）

第一中学校  一中祭
大島町農業祭
（～16日）

火山博物館臨時
休館日

6・9カ月児健診
〈予約制〉（医療センター）
家族で歯科相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

水道メーター検針
（～27日まで）
コレステロール予防栄養相談
〈予約制〉（けんこうセンター）

つばき小学校・
さくら小学校 学芸会

行政相談
6・9カ月児健診
〈予約制〉（医療センター）
こころの健康相談
〈予約制〉（けんこうセンター）

農業委員会

3・4カ月児・
産婦健診
（けんこうセンター）

国民健康保険税
第６期納付期限

水道料金納付期限
年末調整説明会
（開発センター）

フリーマーケット
（多目的広場）

6・9カ月児健診
〈予約制〉
（医療センター）

ツーデーマーチ
（～7日）

6・9カ月児健診
〈予約制〉
（医療センター）

3歳児健診
（けんこうセンター）

こころの健康相談
〈予約制〉
（けんこうセンター）

大島町体育祭
駅伝競走大会

文化の日

（12月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

福祉まつり

元3.4・岡・泉・波
元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

第二中学校
研究発表会
第三中学校文化祭

1歳6カ月児健診
（けんこうセンター）

燃やせるごみ
収集しません

振替休日勤労感謝
の日

燃やせるごみ
収集しません

11月は児童虐待防止推進月間11月は児童虐待防止推進月間

－言葉にできない子どもの
　　　悲鳴を見ない、聞かない、
　　　　　　　　　　　も虐待です－


